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まちづくり懇談会まちづくり懇談会
結果をお知らせします結果をお知らせします
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トマムスキー場１２月１日
オープン！

　スキーヤーからスノーボーダーまで思
う存分楽しめるトマムスキー場が、１２月１
日（予定）オープンします！
　トマム山には、上級者限定コースから初
級者ゲレンデまで多彩なコースがありま
す。自由で豊かな雪が、森が、冬がありま
すので、トマムに来てみませんか。

�問 占冠村観光協会
　　　　　　　　　　　　　�５６－２１２１

�����

中富良野町
北星スキー場オープン

　ウィンターシーズン到来！夏のラベン
ダー畑が、冬は町の景色を一望できるス
キー場に変身します。
　初心者から上級者、スノーボーダーも
ファミリーも、みんなで楽しめます。ぜひ
お越しください。
　　　　　　　オープン予定　１２月１８日

�問 産業建設課
�４４－２１２３

�����

新年を祝おう！
第１８回北の大文字

　上富良野の新年を祝う恒例イベント「北
の大文字」が開催されます。会場では大文
字ココア・豚汁の無料配布などがあり、
フィナーレは間近に見る花火！上富良野
神社から日の出公園までの「御神火リ
レー」のランナー募集しています。
日の出公園で１２月３１日午後１１時３０分から
１月１日午前０時４０分まで

�問 実行委員会　�４５－２１９１

�����

カーリングに
挑戦しませんか？

　投げられたストーンが氷の上を回転し
ながら滑っていくことから名付けられた
カーリング。「氷上のチェス」または「氷
上のビリヤード」とも呼ばれ、知的で奥の
深いスポーツです。
　やってみなくてはわからないおもしろ
さ！あなたも挑戦してみませんか？
空知川スポーツリンクスで３月３１日まで。

�問 教育委員会生涯学習係　�５２－２２１１

������������
１６年１０月末（前月比）

������������

(-15)13,402女

(16)12,135男

(4)21,601富良野

(0)2,618山　部

(-3)1,318東　山

�������������

(-3)9,197富良野

(-1)1,045山　部

(0)402東　山

まちづくり懇談会
結果をお知らせします�

除雪にご協力を��

受賞おめでとうございます��

平成１５年度決算

富良野市ではお金をこのように使いました��

緑峰高校園芸科学科家庭科班

華麗（カレー）掲示板��

まちのできごと

ズームアップふらの��

2004 ふらの「食」のコンテスト��

くらしの情報��

健康情報　消費者相談 Ｑ＆Ａ　ダイヤル交換市��

今月の一枚　 編集後記��

Contents目 次 １２月号� � � �

������������
������������
������������
������������
������������
������������
������������
������������
������������
������������

今月の表紙
「冬のソナタ」

飯岡 千晶さん撮影

ドラマは見てないのですが、
イメージで、落花生の人形を
使って冬のソナタの１シー
ンを作ってみました。ヨン様
に見えますか？

�評 話題の韓国テレビドラマ、
公園でのデート、二人で作っ
た雪だるまのキスシーンな
どほほえましい情景がとて
もよく表現されています。
（森）
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ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
３
９
‐
２
３
０
４

　

月　

日
か
ら
市
内　

会
場
で
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま

１０

１２

１６

ち
づ
く
り
懇
談
会
に
出
席
し
た
市
民
は
２
７
１
名
。
市
か
ら
説
明
の
あ
っ
た

テ
ー
マ
案
件
や
地
域
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
。

懇
談
会
で
出
さ
れ
た
質
問
・
意
見
と
市
の
回
答
な
ど
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

市
か
ら
説
明
し
た
テ
ー
マ
案
件
は
次
の
４
件
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

　

地
方
交
付
税
の
減
少
、国
の
改
革
な
ど
に
よ
り
、地
方
の
負
担
が
増
え
て
い
る
中
、

市
の
歳
入
も
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
赤
字
財
政
に
な
ら
な
い
た
め
に
、現
在
進
め

て
い
る
総
合
計
画
の
見
直
し
や
行
財
政
改
革
に
よ
り
、行
政
コ
ス
ト
の
節
減
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

富
良
野
駅
前
地
区
区
画
整
理
事
業
・
富
良
野
駅
前
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
・
中

心
市
街
地
商
業
等
活
性
化
事
業
の
概
要

�
�
�
�
�

　

山
部
厚
生
医
院
の
廃
止
に
至
る
経
過
・
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
の
改
築
に
つ
い
て
の

現
状

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

　

住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
を
、
市
民
と
市
が
と
も
に
考
え
、
と

も
に
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、情
報
共
有
と
市
民
参
加
に
つ
い
て
具
体
的
な

ル
ー
ル
を
定
め
、
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
条
例
で
す
。
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●
事
業
の
減
少
や
地
方
交
付
税
の

減
少
は
理
解
で
き
る
が
、
実
際
は

何
が
原
因
で
減
少
と
な
っ
て
い
る

の
か
。

�答
 

大
き
く
動
い
て
い
る
の
は
地
方

交
付
税
で
す
。
ま
た
市
税
も
減
少

し
て
い
ま
す
。
平
成　

年
で
は
右

１２

肩
上
が
り
の
状
況
で
あ
り
、
当
時

は
そ
の
見
込
み
で
進
め
て
い
ま
し

た
。
全
体
で
も
景
気
の
影
響
が
見

ら
れ
ま
す
が
、
や
は
り
大
き
な
原

因
は
地
方
交
付
税
と
い
え
ま
す
。

市
の
自
主
財
源
は
約
３
割
、
そ
の

他
は
依
存
財
源
で
あ
り
、
こ
れ
が

減
少
す
る
と
影
響
が
出
て
し
ま
う

状
況
で
す
。
国
自
体
が
厳
し
い
財

政
状
況
に
あ
り
、
三
位
一
体
の
改

革
な
ど
に
よ
り
地
方
に
も
負
担
が

及
ん
で
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
厳

し
く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る

中
、
今
回
の
見
直
し
が
必
要
と

な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

●
富
良
野
市
の
経
常
収
支
比
率
は
。

�答
 

平
成　

年
度
で　

・
９
％
。
平

１５

８８

成　

年
度
は　

・
４
％
で
全
道
で

１４

８８

　

番
目
の
状
況
で
す
。

１４●
富
良
野
市
の
借
金
は
い
く
ら
あ

る
の
か
。
財
政
再
建
団
体
に
お
ち

い
る
可
能
性
は
な
い
の
か
。

�答
 

平
成　

年
度
末
の
一
般
会
計
に

１５

お
い
て
約
１
４
０
億
６
８
０
０
万

円
の
借
金
が
あ
り
ま
す
。
基
金
は

約　

億
円
あ
り
ま
す
。
償
還
は
減

２２
少
傾
向
で
、
公
債
費
も
平
成　

年
１６

当
初
で　

億
４
９
０
０
万
円
程
度

１４

を
償
還
し
て
い
ま
す
が
、
平
成　
２２

年
で　

億
２
１
０
０
万
円
、
平
成

１３

　

年
で　

億
２
７
０
０
万
円
と
減

２６

１１

少
し
て
い
く
見
通
し
を
立
て
て
い

ま
す
。

　

収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
が
く

ず
れ
て
、
収
入
が
落
ち
込
ん
だ
場

合
に
財
政
再
建
団
体
と
な
り
ま
す
。

富
良
野
市
の
場
合
は
、
標
準
財
政

規
模
の
予
算
を
少
し
下
回
る
約　
７８

億
円
を　

％
下
回
る
収
入
に
な
る

２０

と
財
政
再
団
体
に
な
り
ま
す
。
そ

う
な
ら
な
い
よ
う
、
現
在
行
財
政

改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後　
１０

年
で　

億
円
程
度
の
財
源
不
足
に

４０

な
り
ま
す
が
、
そ
の
内　

〜　

％

７０

８０

は
人
件
費
で
、
残
り
は
事
業
費
や

経
常
的
経
費
の
削
減
で
不
足
分
を

ま
か
な
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

●
収
入
の
減
少
を
職
員
削
減
な
ど

の
行
政
改
革
で
乗
り
切
ろ
う
と
し

て
い
る
よ
う
だ
が
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
な
ど
へ
の
影
響
は
ど
う
な
る
の

か
。
ま
た
今
の
時
代
、
お
金
が
な

い
の
だ
か
ら
受
益
者
負
担
を
考
え

る
時
期
な
の
で
は
。

�答
 

現
在
、
議
会
に
提
案
し
て
い
ま

す
が
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
な
ど
の

利
用
料
の
負
担
な
ど
、
市
民
（
受

益
者
）
の
負
担
の
取
り
入
れ
を
考

え
て
い
ま
す
。
事
業
費
は
削
減
し

ま
す
が
、
福
祉
・
教
育
な
ど
に
は

優
先
的
に
配
分
し
て
い
き
ま
す
。

職
員
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
人
員

は
削
減
、
ま
た
給
与
の
見
直
し
な

ど
人
件
費
総
体
の
削
減
を
実
施
す

る
方
向
で
考
え
て
い
ま
す
。

●
見
直
し
（
案
）
の
市
民
へ
の
公

開
の
時
期
は
。

�答
 
　

月
中
を
考
え
て
い
ま
す
。
２

１２
月
に
は
実
施
計
画
を
決
定
し
ま
す
。

見
直
し
は
最
終
段
階
に
き
て
い
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

●
山
部
厚
生
医
院
に
つ
い
て
、
議

会
な
ど
、
現
在
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

�答
 

現
在
は
山
部
地
区
の
方
と
、
廃

止
後
の
医
療
の
あ
り
方
を
協
議
し

て
い
る
段
階
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
や
緊
急
車
両
の

配
置
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

ま
す
。

●
山
部
厚
生
医
院
廃
院
後
の
緊
急

車
両
の
配
置
は
ど
こ
に
な
る
の
か
、

ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

に
つ
い
て
説
明
を
。

�答
 

緊
急
車
両
の
配
置
場
所
は
山
部

の
消
防
を
考
え
て
い
ま
す
。
車
両

は
赤
塗
り
の
車
両
で
、
救
急
車
に

準
ず
る
位
置
付
け
で
す
。
２
名
体

制
で
、
軽
度
な
も
の
で
あ
れ
ば
そ

の
場
で
の
処
置
も
で
き
ま
す
し
、

状
況
に
応
じ
て
本
署
の
救
急
を
呼

ぶ
な
ど
の
対
応
を
行
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に

つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
運
行
し

た
い
と
い
う
段
階
で
、
今
後
、
地

域
の
方
と
の
協
議
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

●
協
会
病
院
の
改
築
は
平
成　

〜
１７

　

年
度
で
と
い
う
こ
と
で
見
通
し

１８は
立
っ
て
い
る
の
か
。
基
本
構
想

が
流
動
的
と
聞
い
て
い
る
が
、
沿

線
の
支
援
や
改
築
場
所
も
変
わ
る

可
能
性
は
あ
る
の
か
。

�答
 

少
し
で
も
早
期
に
実
施
で
き
る

よ
う
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
基
本

構
想
に
つ
い
て
確
定
し
て
い
こ
う

と
い
う
段
階
で
す
。
沿
線
で
の
建

設
費
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
大
枠

で
決
め
た
の
み
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

額
な
ど
は
ま
だ
決
定
し
て
い
ま
せ

ん
。
基
本
構
想
が
流
動
的
な
の
は

病
床
数
や
医
師
会
な
ど
と
の
基
本

的
な
取
り
決
め
で
、
改
築
場
所
な

ど
に
つ
い
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
改
築
予
定
地
が
駅
東
側
に
な
っ

た
が
、
交
通
面
な
ど
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

�
�
�
�

懇談の内容①
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�答
 

現
在
、
改
築
年
度
や
沿
線
市
町

村
で
の
支
援
な
ど
協
議
中
。
あ
る

程
度
め
ど
が
つ
い
た
段
階
で
地
域

と
の
協
議
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
な
ど
を
利
用
す
る
場
合
に

は
、
現
状
ポ
ッ
ポ
ブ
リ
ッ
ジ
を
通

行
し
て
の
往
来
と
な
り
ま
す
。
優

先
的
な
課
題
は
駅
の
橋
上
化
と
考

え
ま
す
。
ま
た
車
で
の
移
動
の
場

合
に
つ
い
て
も
花
園
町
の
交
差
点

か
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
利
用
と
い
う

状
況
で
す
。
市
街
地
か
ら
直
接
線

路
を
渡
る
方
法
と
し
て
は
、
平
面

交
通
、
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
設
置
が

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
市
の
単
独
事

業
で
は
予
算
的
に
無
理
が
あ
り
ま

す
。
０
号
道
路
の
横
断
復
活
、
ま

た
、
道
道
麓
郷
・
東
山
停
車
場
線

が
２
号
道
路
に
接
続
が
変
わ
っ
た

た
め
、
２
号
道
路
の
道
道
化
へ
向

け
た
運
動
を
展
開
中
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
２
号
道
路
と
市
街
地
を

結
ぶ
箇
所
で
の
線
路
横
断
を
道
の

事
業
を
利
用
し
て
で
き
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

●
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
設
置
の
考
え

は
。

�答
 

市
か
ら
協
会
病
院
に
要
請
し
て

い
ま
す
。
協
会
病
院
は
駐
車
場
に

ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

●
現
在
あ
る
協
会
病
院
の
跡
地
利

用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。
市
庁
舎

の
移
転
な
ど
は
ど
う
か
。

�答
 

現
在
地
は
約
２
０
０
０
坪
あ
り

ま
す
。
候
補
地
と
の
等
価
交
換
に

よ
り
、
現
在
地
は
市
の
土
地
に
な

り
ま
す
。
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
今
後
商
店
街
な
ど
と
協
議
し

な
が
ら
活
用
を
検
討
し
て
い
き
ま

が
、
ど
う
い
う
人
が
入
る
の
か
。

�答
 

増
築
で
は
な
く
、
新
富
町
公
住

を
廃
止
す
る
分
の
改
築
と
い
う
考

え
。
市
街
地
の
人
口
を
増
や
す
た

め
に
、
こ
の
場
所
に
計
画
し
ま
し

た
。
入
る
人
は
入
所
基
準
に
基
づ

い
て
選
考
し
ま
す
。
駐
車
場
は
一

部
民
間
保
有
の
も
の
を
有
償
賃
貸

で
考
え
て
い
ま
す
。

●
健
康
増
進
型
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
建
設
後
の
管
理
費
用
や
利
用

者
数
な
ど
の
見
込
み
は
。

�答
 

現
在
あ
る
プ
ー
ル
の
利
用
者
数

は
半
年
営
業
で
２
万
３
千
人
。
新

し
い
施
設
は
通
年
で
す
の
で
４
万

人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
な
ど
の
利
用
者
を
含
め

て
６
万
人
で
見
込
ん
で
い
ま
す
。

１
階
部
分
の
地
域
交
流
施
設
で
２

万
人
、
合
わ
せ
て
８
万
人
の
利
用

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
管
理
費
用

は
約
６
０
０
０
万
円
（
利
用
者
収

入
が
約
１
６
０
０
万
円
、
経
常
経

費
支
出
が
７
７
０
０
万
円
の
差
し

引
き
）
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

施
設
を
つ
く
れ
ば
経
費
は
か
か

る
が
、
健
康
増
進
型
の
施
設
で
あ

り
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
考
え

て
い
ま
す
。
現
在
老
人
医
療
費
が

市
の
持
ち
出
し
だ
け
で
約
４
億
５

千
万
円
か
か
っ
て
い
ま
す
。
今
後

の
高
齢
化
を
考
え
る
と
５
〜
６
億

円
に
な
る
見
込
み
。
健
康
増
進
で

医
療
費
が
節
減
に
な
れ
ば
、
間
違

い
な
く
こ
の
施
設
の
効
果
が
出
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

●
施
工
は
再
開
発
株
式
会
社
で
あ

る
が
、
完
成
後
の
セ
ン
タ
ー
の
運

営
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

�答
 

核
店
舗
は
農
協
が
運
営
し
て
い

き
ま
す
。
健
康
増
進
型
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
と
市
営
住
宅
と
小
店
舗

は
市
が
買
い
上
げ
し
、
運
営
は
指

定
管
理
者
制
度
で
委
託
を
し
ま
す
。

市
営
住
宅
（　

戸
）
は
市
で
管
理

２０

す
る
考
え
で
す
。

●
現
在
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
下
り
た

ま
ま
の
店
舗
が
あ
る
な
ど
、
さ
び

れ
て
い
る
状
況
。
計
画
区
域
内
の

土
地
と
市
の
土
地
の
交
換
も
さ
れ

て
い
る
と
聞
く
が
、
そ
の
利
用
は

ど
の
よ
う
に
決
ま
る
の
か
。

�答
 

計
画
区
域
内
に
地
権
者
個
人
の

土
地
を
公
共
施
設
に
提
供
し
、
区

域
外
に
移
転
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
地
権
者
の
合
意
が
な
い
と

進
ま
な
い
事
業
で
あ
り
、
市
の
土

地
と
の
交
換
は
庁
議
で
決
定
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
価
格
は
価
格
評

定
委
員
会
で
協
議
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



●
現
在
の
状
況
は
。

�答
 
　

％
以
上
決
定
し
て
い
ま
す
。

９０
駐
車
場
の
不
足
へ
の
対
応
で
変
更

が
出
る
見
込
み
で
す
。

●
駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
は
ど
れ
く

ら
い
あ
る
の
か
。

�答
 

駅
東
側
を
含
め
６
０
０
台
程
度

（
健
康
増
進
型
施
設
で　

台
、北
公

５３

園
周
辺
な
ど
で
３
０
０
台
、
駅
東

側
で
３
０
０
台
）。不
足
と
な
る
状

況
が
あ
り
え
る
こ
と
は
理
解
し
て

い
ま
す
。

●
倉
庫
サ
イ
ト
前
の
駐
車
場
が
無

料
に
な
っ
た
が
、
看
護
学
校
寮
横

の
駐
車
場
は
現
在
も
有
料
な
の
は

な
ぜ
か
。

�答
 

土
地
が
農
協
所
有
と
な
っ
た
た

め
、
無
料
と
な
り
ま
し
た
。

●
無
頭
川
モ
ー
ル
整
備
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

�答
 

相
生
通
り
か
ら
東
２
条
通
の
区

間
を
整
備
し
ま
す
。
モ
ー
ル
は
水

辺
空
間
で
、
せ
せ
ら
ぎ
の
イ
メ
ー

ジ
の
川
づ
く
り
を
平
成　

年
に
完

１８

成
す
る
予
定
で
進
め
て
い
ま
す
。

●
市
営
住
宅　

戸
と
い
う
こ
と
だ

２０

す
。
道
の
駅
、
市
庁
舎
な
ど
の
声

は
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
病
院
は

一
部
市
庁
舎
よ
り
古
く
、
耐
用
年

数
が
過
ぎ
て
い
る
た
め
市
庁
舎
と

し
て
そ
の
ま
ま
の
利
用
は
危
険
。

まちづくり懇談会
結果をお知らせします
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●
市
民
の
声
を
吸
い
上
げ
る
条
例

な
の
か
。

�答
 

市
民
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、
議
会
へ
の
提
案
前
に

意
見
を
も
ら
う
も
の
で
す
。
市
民

の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
み
ん
な

で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

●
意
見
が
言
い
や
す
く
な
る
の
は

よ
い
が
、
市
議
会
議
員
の
働
き
に

影
響
が
で
る
の
で
は
。

�答
 

こ
の
条
例
は
、
市
民
か
ら
盛
り

上
が
っ
て
き
た
も
の
で
す
。
議
会

に
提
案
す
る
前
に
市
民
の
意
見
を

聞
く
制
度
で
、
議
員
と
競
合
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
議
員
の

意
見
は
審
議
の
中
で
加
味
さ
れ
ま

す
。
出
さ
れ
た
意
見
が
す
べ
て
実

現
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

結
果
は
必
ず
報
告
し
ま
す
。

●
厚
生
医
院
の
問
題
は
こ
の
条
例

が
あ
っ
た
ら
、
お
だ
や
か
に
進
ん

だ
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
市
町

村
合
併
の
影
響
で
山
部
に
つ
い
て

は
団
体
も
統
合
し
て
い
な
い
。
山

部
の
住
民
は
富
良
野
に
対
し
て
不

信
感
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

�答
 

山
部
の
住
民
に
は
合
併
の
問
題

で
不
信
感
が
な
い
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
市
民
参
加
は
、
今
ま
で
の
経

過
も
あ
り
、
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
意
見
を
聞
き

な
が
ら
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

●
政
策
提
案
は
個
人
の
提
案
な
の

か
、
町
内
会
の
提
案
な
の
か
。
個

人
で
は
難
し
い
の
で
町
内
会
に
限

り
、
町
内
会
宛
て
に
依
頼
し
た
ほ

う
が
効
率
的
で
は
な
い
か
。

�答
 

現
段
階
の
案
で
は
、
個
人
で
も

政
策
提
案
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
町
内
会
で
も
で
き
ま
す

し
、
市
か
ら
提
案
を
依
頼
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
要
望

や
苦
情
と
は
別
に
考
え
て
い
ま
す
。

●
ふ
ら
の
っ
子
会
議
の
委
員
数
が

少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

�答
 

全
住
民
を
対
象
と
す
る
の
は
現

実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
会
議
録

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公

開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
原
案
に

つ
い
て
は
、
広
く
市
民
の
意
見
を

募
集
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
ま
す
（
※　

月　

日
で

１１

１５

終
了
し
ま
し
た
）。

●
以
前
、
市
の
委
員
を
し
た
こ
と

が
あ
る
が
、
結
果
に
つ
い
て
は
委

員
に
は
知
ら
せ
ず
全
体
に
知
ら
せ

て
終
わ
っ
て
い
る
。
条
例
を
つ

く
っ
て
も
守
ら
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
。

�答
 

過
去
に
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ

た
こ
と
を
理
解
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
な
く
す
た
め
の
ル
ー
ル
条
例

で
す
。
事
前
に
進
め
方
を
公
表
し
、

や
ら
な
か
っ
た
場
合
に
も
、
そ
の

こ
と
が
公
開
さ
れ
ま
す
。
公
表
が

義
務
付
け
ら
れ
調
査
審
議
会
で

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
。
２
年
く
ら

い
は
混
乱
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
審
議
会
の
意
見
で
方
法
は
変
化

し
ま
す
。

�
�
�
�
�

●
道
州
制
は
、
道
民
に
と
っ
て
プ

ラ
ス
に
な
る
の
か
マ
イ
ナ
ス
に
な

る
の
か
。

�答
 

道
州
制
は
、
今
後
の
国
や
地
方

の
あ
り
方
を
変
え
る
大
き
な
問
題

で
す
。
富
良
野
市
で
は
、
将
来
的

に
沿
線
市
町
村
が
一
つ
に
な
っ
た

場
合
、
道
の
出
先
機
関
の
権
限
、

財
源
、
人
員
も
統
一
し
て
、
地
方

の
こ
と
は
す
べ
て
地
方
で
で
き
る

仕
組
み
と
し
て「
広
域
都
市
構
想
」

を
提
案
し
て
い
ま
す
。

●
赤
字
財
政
に
な
る
前
に
市
町
村

合
併
と
い
う
話
に
は
な
ら
な
い
の

か
。

�答
 

道
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
も

富
良
野
圏
域
（
５
市
町
村
）
は
１

つ
と
い
う
も
の
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
昨
年
、
合
併
協
議
を
進
め
る

か
否
か
の
検
討
を
し
た
際
、
他
の

町
か
ら
当
面
（
特
例
法
期
限
で
あ

る
平
成　

年
３
月
ま
で
）
は
合
併

１７

は
し
な
い
こ
と
の
表
明
が
あ
り
、

５
市
町
村
で
の
合
併
議
論
は
途
絶

え
ま
し
た
。
現
在
は
、
南
富
良
野

町
と
占
冠
村
が
合
併
協
議
を
進
め

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
将
来
的
に

は
５
市
町
村
は
一
緒
に
な
る
べ
き

と
各
首
長
が
確
認
し
て
い
ま
す
。

現
段
階
で
は
、
富
良
野
市
か
ら
の

行
動
は
起
こ
す
べ
き
で
は
な
い
と

考
え
、
南
富
良
野
町
と
占
冠
村
の

動
き
を
見
守
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

●
国
の
施
策
は
広
域
的
自
治
体
を

つ
く
ろ
う
と
い
う
も
の
で
、
ど
の

町
で
も
同
じ
よ
う
に
地
方
交
付
税

が
削
減
さ
れ
る
中
、
自
立
の
道
は

あ
る
の
か
。
農
協
合
併
な
ど
の
状

況
か
ら
市
町
村
合
併
も
反
対
し
て

い
る
と
も
聞
く
が
、
反
対
の
意
向

が
ま
ち
づ
く
り
か
ら
逸
脱
し
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
再
度
首
長
同
士
で

話
し
合
え
な
い
の
か
。

�答
 

そ
の
状
況
は
理
解
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
で
は
農
協
の
場
合

も
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
い
う
よ

う
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
大
き
く
な
っ
た
こ
と

で
、
財
源
の
確
立
や
人
件
費
な
ど

の
経
費
節
減
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
市
町
村
合
併
に
否
定
的
な

の
は
、
東
山
、
山
部
の
合
併
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�

懇談の内容②
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●
全
国
的
に
小
児
科
医
が
不
足
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
、
少
子
化
に

つ
な
が
っ
て
い
る
一
因
と
思
え
る

が
、
確
保
の
状
況
は
。

�答
 

協
会
病
院
に
３
名
、
民
間
１
名

の
４
名
で
す
。
沿
線
の
健
康
診
断

も
行
っ
て
い
る
の
で
手
が
一
杯
の

状
況
。
医
師
確
保
に
つ
い
て
旭
川

医
大
へ
要
請
し
て
い
ま
す
が
、　
２４

時
間
勤
務
の
よ
う
な
状
況
が
あ
る

た
め
志
望
者
は
少
な
い
状
況
で
す
。

●　

月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険

１０
証
が
カ
ー
ド
に
変
わ
っ
た
が
、
高

齢
者
手
帳
も
同
じ
大
き
さ
に
統
一

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�答
 

そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
た
大
き
さ

に
な
っ
て
い
る
の
で
統
一
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
発
行
し
て
い
る
上
部

の
方
に
言
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
変

わ
り
ま
せ
ん
。
ご
意
見
と
し
て
受

け
止
め
ま
す
。

え
、
こ
れ
を
ど
う
見
せ
る
か
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
い
ろ
い
ろ
検

討
し
て
い
ま
す
。
最
近
の
観
光
は

レ
ン
タ
カ
ー
の
利
用
が
多
く
、
体

験
型
観
光
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す

る
こ
と
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
農
業
体

験
な
ど
な
か
な
か
難
し
い
面
も
あ

り
ま
す
が
、
関
係
す
る
方
た
ち
は

危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
新
し

い
ド
ラ
マ
も
素
材
と
し
て
イ
ン
パ

ク
ト
が
あ
り
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く

考
え
で
す
。
平
成　

年
度
の
観
光

１５

入
り
込
み
は
２
４
５
万
人
、
宿
泊

は　

万
人
ほ
ど
で
、
冬
の
入
り
込

５０
み
が
落
ち
て
い
ま
す
。
も
う
一
度

冬
の
観
光
を
考
え
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
な
ま
こ
山
に
つ
い
て
は

道
立
公
園
で
あ
り
、
こ
ち
ら
の
勝

手
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

�
��
�
�

●
新
潟
地
震
の
よ
う
な
大
地
震
が

起
こ
っ
た
場
合
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
な
ど
は
あ
る
の
か
。

�答
 

あ
り
ま
す
。
市
で
は
防
災
計
画

を
持
っ
て
お
り
、
防
災
会
議
で
調

整
し
て
き
て
い
ま
す
。
先
日
の
台

風
で
も
警
戒
本
部
を
設
け
、
広
報

車
で
各
所
を
巡
回
し
注
意
を
呼
び

か
け
た
ほ
か
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

や
倒
壊
現
場
の
確
認
を
行
う
な
ど

の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

●
富
良
野
地
区
に
も
活
断
層
が
あ

る
と
テ
レ
ビ
で
見
た
が
、
大
地
震

に
よ
り
金
山
ダ
ム
が
決
壊
し
た
場

合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

地
震
に
よ
る
危
険
地
域
は
公
表
す

べ
き
で
は
。

�答
 

専
門
家
の
話
で
は
、
阪
神
淡
路

大
震
災
の
規
模
の
地
震
が
起
き
て

も
大
丈
夫
と
い
う
こ
と
で
す
。
危

険
地
域
の
公
表
を
す
る
こ
と
は
逆

に
住
民
に
不
安
と
混
乱
を
招
く
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

�
��
�
�

●
ご
み
の
収
集
日
が
月
曜
日
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

祝
日
な
ど
の
振
り
替
え
が
あ
る
と

次
の
収
集
日
ま
で
収
集
が
な
い
。

長
期
間
ご
み
を
放
置
す
る
状
況
も

見
受
け
ら
れ
る
。

�答
 

ご
み
収
集
に
つ
い
て
は
収
集
曜

日
の
設
定
な
ど
を
現
在
検
討
し
て

い
ま
す
。

●
ご
み
の
収
集
で
、
分
別
さ
れ
て

い
な
い
ご
み
は
収
集
さ
れ
な
い
が
、

い
つ
の
ま
に
か
な
く
な
っ
て
い
る
。

正
し
い
分
別
方
法
の
啓
も
う
な
ど

は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

�答
 

現
在
ご
み
収
集
は
業
者
に
委
託

し
て
お
り
委
託
業
者
は
正
し
く
分

別
さ
れ
て
い
な
い
ご
み
の
収
集
は

行
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
職
員
の
ご
み
指
導
員
が
巡
回
し

最
終
的
に
は
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
の
際
に
指
導
し
な
が
ら
収
集

す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
��
�

●
敬
老
祝
金
の
今
年
度
の
支
出
は

８
８
４
万
円
だ
が
、
次
年
度
以
降

の
見
通
し
は
。

�答
 

行
財
政
改
革
で
検
討
し
て
い
る

最
中
で
す
。
教
育
・
福
祉
に
関
し

て
は
総
合
計
画
で
重
点
的
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
敬

老
祝
金
に
つ
い
て
は
見
直
し
の
対

象
と
し
て
い
ま
す
。

●
お
年
寄
り
の
夫
婦
は
会
話
も
少

な
く
、
健
康
で
す
ご
す
こ
と
が
だ

ん
だ
ん
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

�答
 

行
政
で
は
、
お
年
寄
り
を
ケ
ア

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
利
用

が
な
け
れ
ば
事
業
効
果
は
あ
が
り

ま
せ
ん
。
Ｐ
Ｒ
不
足
も
あ
り
ま
す

が
、
み
な
さ
ん
に
も
事
業
内
容
を

理
解
の
上
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

�
��
�
�

�
�
�
�
�
�

●
観
光
入
り
込
み
の
減
少
の
原
因

は
。
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
と
い
う
だ

け
で
は
人
は
減
る
一
方
で
あ
る
。

中
心
標
公
園
は
写
真
撮
影
の
み
、

な
ま
こ
山
は
木
が
生
い
茂
っ
て
景

色
が
見
え
な
い
、。観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
う
。

�答
 

ド
ラ
マ
の
影
響
が
強
く
、
入
り

込
み
に
影
響
し
ま
す
。
富
良
野
の

観
光
を
ど
う
す
る
か
検
討
は
し
て

き
て
い
ま
す
。
魅
力
は
自
然
と
考

まちづくり懇談会
結果をお知らせします
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●
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
、
今
後

も
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
を
進
め
る
の

か
。
焼
却
は
考
え
な
い
の
か
。
分

別
が
細
か
す
ぎ
る
の
で
、
家
の
廃

材
処
理
な
ど
大
変
で
あ
る
。
少
し

埋
め
立
て
る
こ
と
を
考
え
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
。

�答
 
「
燃
や
さ
な
い
」「
埋
め
な
い
」の

基
本
方
針
で
今
後
も
進
め
た
い
と

考
え
ま
す
。
建
設
廃
材
は
産
業
廃

棄
物
で
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
で
の
処
理

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
��
�
�
�

●
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
来
年
か
ら

有
料
化
と
聞
い
て
い
る
。
１
日
券
、

１
回
券
と
な
る
よ
う
だ
が
、
毎
日

行
く
人
も
い
る
の
で
シ
ー
ズ
ン
券

の
発
行
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

�答
 

当
初
、
シ
ー
ズ
ン
券
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を

反
省
し
て
い
ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
券

に
つ
い
て
は
、
議
会
の
意
向
も
あ

り
、
取
り
入
れ
る
見
込
み
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

●
ス
キ
ー
場
の
利
用
者
が
少
な
い

状
況
に
あ
る
。
児
童
に
配
布
さ
れ

て
い
る
青
パ
ス
（
午
後
５
時
ま
で

利
用
可
能
）
を
ナ
イ
タ
ー
で
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

仕
事
を
終
え
た
親
と
行
く
な
ど
効

果
が
期
待
で
き
る
。

�答
 

今
後
の
ス
キ
ー
場
と
の
協
議
へ

の
参
考
と
し
ま
す
。

�
��
�
�

●
道
路
渋
滞
の
改
善
策
は
。

�答
 

開
発
建
設
部
で
、
国
道　

号
線

３８

と
２
３
７
号
線
が
つ
な
が
る
交
差

点
の
車
線
拡
幅
計
画
が
あ
り
ま
す
。

国
道
の
渋
滞
箇
所
は
、
改
善
に
向

け
開
発
建
設
部
に
要
望
し
て
い
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
�
�	
�

●
東
山
地
域
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
配
置
の
可
能
性
は
。

�答
 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
を
考
え

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
と
協
議
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

●
（
山
部
・
東
山
）
地
域
医
療
の

問
題
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
を
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
利
用
で
は
制
約
が
あ

る
と
思
う
。
８
時
ご
ろ
に
富
良
野

に
つ
く
バ
ス
、
９
時
台
の
バ
ス
へ

の
接
続
、
こ
の
た
め
に
は
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
が
１
台
必
要
で
は
。

�答
 

う
ま
く
接
続
で
き
る
よ
う
に
考

え
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
も
み
な
さ

ん
と
協
議
し
て
詰
め
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

●
排
雪
の
回
数
が
地
域
に
よ
っ
て

差
が
あ
る
。
西
２
条
通
は
１
年
に

１
度
く
ら
い
し
か
こ
な
い
。
捨
て

る
場
所
も
な
く
歩
道
が
ふ
さ
が
り

危
険
な
状
態
で
あ
る
。

�答
 

現
在
、
計
画
の
見
直
し
を
か
け

て
い
ま
す
。
幹
線
や
生
活
道
路
に

つ
い
て
も
２
回
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
富
良
野
の
除
雪
は
や
り
方
が
悪

い
。
予
算
が
な
い
の
は
わ
か
る
が
、

１
回
だ
け
で
な
く
往
復
し
て
除
雪

す
れ
ば
助
か
る
。
ま
た
、
２
月
の

大
雪
で
は
夕
方
ま
で
除
雪
に
来
て

く
れ
な
か
っ
た
の
で
車
両
セ
ン

タ
ー
に
電
話
し
た
ら
職
員
の
対
応

が
悪
か
っ
た
。
市
民
へ
の
対
応
に

配
慮
し
て
ほ
し
い
。

�答
 

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
今
後
も
指

導
し
て
い
き
ま
す
。
除
雪
の
仕
方

は
、
朝
４
時
か
ら
雪
の
状
態
を
パ

ト
ロ
ー
ル
し
、
５
時
半
か
ら
除
雪
、

通
学
路
な
ど
通
行
の
多
い
と
こ
ろ

を
優
先
に
行
っ
て
い
ま
す
。
１
方

向
だ
け
の
除
雪
の
た
め
に
壁
が
で

き
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
業

者
に
対
し
て
は
２
方
向
す
る
よ
う

に
指
導
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
除

雪
の
方
法
を
見
直
し
、
地
区
ご
と

に
業
者
を
分
け
て
、
業
者
の
責
任

で
行
う
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

●
一
冬
中
、
同
じ
と
こ
ろ
に
駐
車

し
て
い
る
車
が
あ
り
、
除
雪
を
し

て
も
そ
の
車
が
あ
る
た
め
に
通
行

で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

あ
る
町
で
は
駐
車
し
て
い
る
車
に

切
符
を
つ
け
、
３
回
に
な
る
と
警

察
に
通
報
す
る
と
い
う
こ
と
を

行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

�答
 

長
期
の
駐
車
に
つ
い
て
は
、
ナ

ン
バ
ー
を
確
認
し
た
り
、
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
っ
た
り
し
て
周
知
し
て

い
ま
す
。
駐
車
に
つ
い
て
は
色
々

な
事
情
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
簡
単

に
レ
ッ
カ
ー
移
動
な
ど
は
で
き
な

い
状
況
、
提
案
も
含
め
て
検
討
し

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

●
合
併
浄
化
槽
の
関
係
で
、
市
道

の
側
溝
に
水
を
流
す
こ
と
は
可
能

と
い
う
こ
と
だ
が
、
田
は
土
地
改

良
区
、
市
道
に
は
市
の
許
可
が
い

る
。
側
溝
の
維
持
管
理
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
や
っ
て
い
る
が
、
素
掘

り
の
側
溝
が
ど
れ
だ
け
下
水
道
と

し
て
機
能
し
て
い
る
の
か
。

�答
 

市
道
の
側
溝
に
水
を
流
す
こ
と

は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
民
と

市
職
員
で
確
認
し
て
許
可
を
出
し

ま
す
。
そ
の
際
、
地
域
で
清
掃
管

理
を
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

●
東
西
自
由
通
路
（
ポ
ッ
ポ
ブ

リ
ッ
ジ
）
内
で
、
夜
間
、
市
民
が

二
人
の
男
に
追
い
か
け
ら
れ
た
話

を
聞
い
た
が
、
市
民
が
安
心
し
て

歩
け
る
よ
う
死
角
の
部
分
の
改
善

を
図
っ
て
ほ
し
い
。

�答
 

昨
年
、
東
西
自
由
通
路
の
死
角

の
部
分
に
局
部
照
明
を
設
置
し
た

り
、
職
員
を
交
代
で
巡
回
さ
せ
た

り
し
ま
し
た
が
、
根
本
的
な
解
決

に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
の

対
応
を
検
討
し
ま
す
。

�
�
�
�
�

●
農
産
物
の
販
売
ル
ー
ト
を
広
げ

る
た
め
に
道
の
駅
が
あ
っ
て
も
よ

�
�
�
�
�
�

懇談の内容③
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い
と
思
う
が
、
将
来
的
な
見
通
し

は
あ
る
の
か
。

�答
 

地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
跡
地
を
道

の
駅
と
し
て
活
用
す
る
話
は
あ
り

ま
す
が
、
今
後
さ
ら
に
詰
め
て
協

議
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
市
場
で
は
「
へ
そ
市
場
」
を

設
け
、
幅
広
く
農
作
物
を
提
供
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
さ
ら
に
拡

大
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
の

駅
の
話
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

�
�
�
�
�

●
近
所
に
銭
湯
が
な
く
て
困
っ
て

い
る
市
民
が
い
る
。
身
近
な
問
題

と
し
て
対
応
が
必
要
で
は
。

�答
 

住
宅
に
お
風
呂
が
な
い
市
民
へ

は
、
ハ
イ
ラ
ン
ド
ふ
ら
の
や
麻
町

の
銭
湯
へ
入
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在

進
め
て
い
ま
す
健
康
増
進
型
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
プ
ー
ル

に
あ
わ
せ
て
、
浴
場
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
体
を
温
め
る
お
風
呂
と

し
て
活
用
で
き
る
施
設
が
あ
り
ま

す
。

連
絡
協
議
会
の
役
員
と
も
相
談
し

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
総
合
学
習

も
含
め
て
指
導
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�

●
小
さ
な
学
校
は
統
合
す
る
の
か
、

卓
球
や
テ
ニ
ス
な
ど
の
個
人
競
技

し
か
で
き
な
い
状
況
で
は
問
題
が

あ
る
。

�答
 

農
村
部
の
学
校
で
少
子
化
の
影

響
が
出
て
い
ま
す
。
少
人
数
だ
と

大
人
数
に
比
べ
集
団
生
活
を
通
し

て
の
自
立
心
な
ど
が
育
ち
ま
せ
ん
。

１
人
学
級
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
小

学
校
・
中
学
校
の
９
年
間
で
１
人

の
生
徒
も
い
ま
す
。
教
育
活
動
に

影
響
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

そ
の
傾
向
は
強
く
な
る
こ
と
か
ら
、

地
域
ご
と
の
再
編
は
必
要
で
あ
り

避
け
て
は
通
れ
ま
せ
ん
。
学
校
関

係
者
、
地
域
の
方
と
話
を
し
な
が

ら
児
童
・
生
徒
が
楽
し
く
通
え
る

環
境
づ
く
り
を
１
人
学
級
が
増
え

る
今
後
２
・
３
年
で
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

●
子
ど
も
会
は
昔
は
盛
大
に
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
や
っ
て
い

た
が
、
昨
今
の
少
子
化
に
よ
り
、

５
年
前
か
ら
活
動
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
文
化

会
館
に
も
現
状
を
話
し
て
い
る
。

今
は
連
合
会
で
子
ど
も
と
の
行
事

を
行
っ
て
い
る
。
子
ど
も
会
活
動

が
休
止
し
て
い
る
と
こ
ろ
や
、
存

在
し
な
い
町
内
会
な
ど
も
、
市
で

指
導
を
行
っ
て
ほ
し
い
。
地
域
の

教
育
力
を
高
め
る
た
め
に
も
子
ど

も
会
は
必
要
で
あ
る
。

�答
 

子
ど
も
会
は
社
会
教
育
課
で
所

管
し
て
い
ま
す
が
、
昔
ほ
ど
活
動

が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
参
加
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

●
富
良
野
高
ラ
グ
ビ
ー
部
の
花
園

出
場
が
決
ま
っ
た
。
こ
れ
を
大
事

に
し
た
い
。
ラ
グ
ビ
ー
場
を
整
備

し
て
、
合
宿
の
誘
致
を
し
て
地
域

振
興
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。
全
道
、

全
国
、
さ
ら
に
社
会
人
に
ま
で
広

が
る
可
能
性
が
あ
る
。

�答
 

富
良
野
の
知
名
度
か
ら
、
全
国

か
ら
合
宿
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
話

な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が
き
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
ス
キ
ー
の
選
抜

大
会
が
富
良
野
で
５
年
間
開
催
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
資
金

繰
り
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
経

済
効
果
は
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
だ
け
で
な
く
、
多
目
的

に
利
用
で
き
る
施
設
を
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
使
用
し
て

い
な
い
公
園
を
利
用
で
き
な
い
か

と
い
う
夢
を
抱
い
て
い
ま
す
。
河

川
の
ラ
グ
ビ
ー
場
は
毎
年
の
よ
う

に
水
に
浸
か
り
芝
が
定
着
し
ま
せ

ん
。
ス
キ
ー
ば
か
り
で
な
く
、
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
富
良
野
で
し
た
い

と
い
う
話
は
あ
り
ま
す
。
沿
線
を

含
め
た
協
議
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

�
�
�
�
�

●
山
部
の
野
球
場
の
利
用
状
況
・

施
設
管
理
の
状
況
、
費
用
は
ど
れ

く
ら
い
な
の
か
。

�答
 

４
月
か
ら　

月
ま
で
延
べ
５
３

１０

５
０
名
、
中
体
連
を
含
め　

日
使

３３

用
、
管
理
は
野
球
連
盟
に
委
託
し
、

年
間
２
５
０
万
円
を
支
払
っ
て
い

ま
す
。
全
体
で
は
９
２
０
万
円
の

支
出
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�

●
公
民
館
分
館
の
管
理
運
営
は
地

域
住
民
な
る
と
の
話
を
聞
い
た
が
、

こ
れ
以
上
地
元
負
担
の
増
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

�答
 

時
代
の
変
化
と
と
も
に
公
民
館

活
動
が
減
少
し
、
分
館
の
使
用
が

地
域
活
動
主
体
に
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
か
ら
、
行
政
改
革
の
一
環

と
し
て
連
合
会
長
会
議
や
分
館
長

会
議
に
提
案
し
て
い
ま
す
。
平
成

　

年
４
月
の
廃
止
に
向
け
、
地
域

１８と
の
協
議
の
場
を
設
け
、
体
制
整

備
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

�
��
�
�

●
営
利
目
的
の
チ
ラ
シ
な
ど
は
配

布
し
な
い
と
し
て
い
る
が
演
劇
工

場
や
文
化
会
館
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売

の
配
布
物
が
あ
り
、
配
布
す
る
市

民
か
ら
不
満
が
で
る
。

�答
 

演
劇
工
場
や
文
化
会
館
の
事
業

は
市
民
に
安
く
見
て
も
ら
う
た
め

に
市
で
も
助
成
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
営
利
目
的
に
は
あ
た
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。

まちづくり懇談会
結果をお知らせします
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除
雪
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ

�
�
�
�
�

�
２
３
‐
３
５
２
４

市
民
の
み
な
さ
ん
が
快
適
な
冬
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
除
雪
に
は
万
全
の
体
制

を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
除
雪
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
に
は
み
な
さ

ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
快
適
な
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
�
�
�
�
�
�
の       

��

           
降
雪
量
で
出
動
し
ま
す

　

市
道
を
１
種
か
ら
３
種
に
分
け
て
、

優
先
道
路
を
決
め
て
除
雪
を
行
い
ま
す

（
下
表
の
と
お
り
）。

　

風
の
吹
き
込
み
や
地
形
に
よ
っ
て
差

は
あ
り
ま
す
が
、
通
常
、
降
雪
量
が　
１０

セ
ン
チ
以
上
に
な
っ
た
と
き
は
、
午
前

４
時
か
ら
、
通
学
路
な
ど
公
共
施
設
に

通
じ
る
路
線
（
１
種
）
の
確
保
を
行
い

ま
す
。
そ
れ
が
終
わ
り
次
第
、
集
落
を

結
ぶ
路
線
（
２
種
）、
次
に
そ
れ
以
外
の

路
線
（
３
種
）
の
除
雪
を
行
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
各
道
路
１
車
線
の
確
保
を

し
た
後
、
２
車
線
の
確
保
を
行
い
ま
す
。

主な路線基　　　　準市道
（路線数）

北の峰環状線・
５条通・黄金
通・老節布基
線・若葉通

市街地および公共施設
に通じる路線。積雪状
態を常に巡視し、交通
に支障があるときはた
だちに出動し、昼間交
通を確保する。２次除
雪も行う。

１種
（１２０）

五区東側線・東
学田線・山部西
１号・麓郷西１

集落を結ぶ路線。１種
に準じ積雪状態を巡視
し、１種路線が終了後
引き続き除雪を行う。

２種
（４１５）

清水山ワイン
線・セミナー
パーク線・平沢
２号線・山部２１
線

１・２種以外の路線。
初期の降雪時や降雪が
比較的少ないときは２
種と同じく開通させる。
連続降雪の場合は一時
中止し、翌日開通させ
る。

３種
（１２７）

市道の区分
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●�
�
�
�
�
�
に
は    

             　
　�
を
ま
き
ま
す

　

交
差
点
な
ど
、
車
が
停
止
し
た
り
発

進
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
場
所
は
、

路
面
が
つ
る
つ
る
に
な
っ
て
い
て
、
と

て
も
す
べ
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

車
を
運
転
す
る
方
で
あ
れ
ば
、
予
想

以
上
に
す
べ
っ
て
し
ま
い
、
も
う
少
し

で
前
の
車
に
ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
っ
た

こ
と
や
、
赤
信
号
で
交
差
点
に
入
っ
て

し
ま
い
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
冷

や
汗
が
流
れ
る
よ
う
な
経
験
を
お
持
ち

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
発
進
の

と
き
に
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
が
路
面

を
磨
い
て
し
ま
う
こ
と
が
主
な
原
因
で
、

交
通
量
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
注
意
が

必
要
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
場
所
に
は
、

砂
を
ま
い
て
、
タ
イ
ヤ
と
路
面
の
摩
擦

が
大
き
く
な
る
よ
う
に
し
、
す
べ
り
過

ぎ
を
防
ぐ
こ
と
で
交
通
事
故
が
起
き
な

い
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

●�
�
�
�
�
�
を       

          　
　
　
 
利
用
く
だ
さ
い

◆
と
こ
ろ　

ふ
ら
の
５
条
大
橋
上
流
の

　
　
　
　
　

空
知
川
河
川
敷
地

◆
時　

間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
料　

金　

無
料

◆
利
用
方
法

　

事
前
に
都
市
整
備
課
（�
３
９
‐
２

３
１
３
）
に
連
絡
し
て
か
ら
利
用
し
て

く
だ
さ
い
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
市

役
所
警
備
室
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
）。

����������
������������
路路上駐車はやめて！上駐車はやめて！

　路上に駐車している車がある
と、除雪車が入れなかったり、作
業が後回しになったりすること
があります。また、消防車や救急
車などの緊急車両が通れないな
ど、市民生活に支障をきたすこと
にもなります。
　１台のために町内全体に迷惑
がかかることになります。路上駐
車は絶対にしないようにしま
しょう。また、見かけたときには
注意するなど、お互いに気をつけ
ましょう。

自自宅・アパート・店舗な宅・アパート・店舗な
どの前の除雪は各自で…どの前の除雪は各自で…
　除雪車が通った後に、玄関先や
店先、車庫などの入口に寄せられ
た雪をまた道路に戻している方
を見かけます。これでは除雪の効
果がありません。自宅などの前の
除雪は各自でしましょう。

除除雪車は危険です！雪車は危険です！
　除雪・排雪作業中は大変危険で
す。近くを通行するときは十分注
意してください。小さなお子さん
を連れているときは、お子さんの
手を離さないようにしましょう。

障障害物は移動を…害物は移動を…
　車庫などの出入り口などの歩
道と車道の境にコンクリートブ
ロック・木材・鉄板などをおいて
いる方がいますが、暗いうちから
作業をしている除雪車からは、雪
に埋もれたこれらのものは確認
できません。作業機械にぶつかっ
て除雪車が壊れてしまったり、交
通事故の原因になったりします
ので、必ず取り除いてください。
また、看板や商品などを道路や歩
道に出している方も、作業に支障
をきたしますので、必ず移動して
ください。

市民雪堆積場

委託業者農村地区市街地区区分

共栄・ふらの建機
総合除雪業務委
託共同企業体

山部農村部・
東山・西達布
老節布・平沢

山部市街
山部
東山
地区

山伏・富桑総合除
雪業務委託共同
企業体

御料・五区・
北の峰町・学
田三区・島の
下

市街西

北の峰町
学田三区

西部
地区

新富町・桂木町・西
町・北斗町・朝日町・
本町・若松町・日の
出町・幸町・弥生町・
末広町・栄町・若葉
町・緑町・扇町・南
町

北央・タイコウ総
合除雪業務委託
共同企業体

学 田・清 水
山・鳥沼・大
沼・扇山・布
部・布礼別・
麓郷・富丘・
八幡丘

市街東

東部
地区 新光町・錦町・花園町・瑞穂

町・住吉町・麻町・南大沼・東
町・春日町

市直営学田
清水山

学田
清水山

委託業者
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�
��
�
�

本
間　

勲
さ
ん　
　

歳
６０

　
　
　
　
　
　
　
　

北
扇
山
の
２

　

昭
和　

年
５
月
１
日
よ
り
平
成

６２

７
年
３
月
６
日
ま
で
７
年　

カ
月

１０

に
わ
た
り
富
良
野
市
議
会
議
員
と

し
て
、
ま
た
、
平
成
７
年
４
月　
３０

日
か
ら
現
在
ま
で
９
年
３
カ
月
に

わ
た
り
北
海
道
議
会
議
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
お
り
、
自
治
の
振
興

発
展
に
大
き
く
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

石
川　

實
さ
ん　
　

歳
７６

　

山
部
市
街
地
１
条
通
南
１
丁
目

　

商
業
統
計
調
査
８
回
、
国
勢
調

査
５
回
、
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

８
回
な
ど
合
計　

回
の
統
計
調
査

３２

に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
上　

武
さ
ん　
　

歳
６９

　
　
　
　
　
　

東
山
１
５
５
番
地

　

北
海
道
農
業
基
本
調
査　

回
、

２０

国
勢
調
査
５
回
、
世
界
農
林
業
セ

ン
サ
ス
３
回
な
ど
合
計　

回
の
統

３０

計
調
査
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
場
貞
夫
さ
ん　
　

歳
７０

　
　
　
　
　

山
部
西　

線　

番
地

１５

２４

　

北
海
道
農
業
基
本
調
査　

回
、

２０

国
勢
調
査
６
回
、
世
界
農
林
業
セ

ン
サ
ス
３
回
な
ど
合
計　

回
の
統

３３

計
調
査
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
林
勝
則
さ
ん　
　

歳
６０

　
　
　
　
　
　
　
　

東
学
田
二
区

　

北
海
道
農
業
基
本
調
査　

回
、

１７

国
勢
調
査
５
回
、
世
界
農
林
業
セ

ン
サ
ス
３
回
な
ど
合
計　

回
の
統

２９

計
調
査
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

佐
々
木
秀
一
さ
ん　
　

歳
６７

　
　
　
　
　

山
部
東　

線
６
番
地

１３

　

北
海
道
農
業
基
本
調
査　

回
、

２２

国
勢
調
査
６
回
、
世
界
農
林
業
セ

ン
サ
ス
３
回
な
ど
合
計　

回
の
統

３６

計
調
査
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

笹
田
時
雄
さ
ん　
　

歳
６５

　
　
　
　

西
達
布
２
６
３
１
番
地

　

北
海
道
農
業
基
本
調
査　

回
、

２０

国
勢
調
査
５
回
、
世
界
農
林
業
セ

ン
サ
ス
３
回
な
ど
合
計　

回
の
統

３４

計
調
査
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
橋
辰
雄
さ
ん　
　

歳
７０

　
　
　
　
　

山
部
西　

線
７
番
地

２６

　

北
海
道
農
業
基
本
調
査　

回
、

１６

国
勢
調
査
３
回
、
世
界
農
林
業
セ

ン
サ
ス
３
回
な
ど
合
計　

回
の
統

２４

計
調
査
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

鶴
本
佳
克
さ
ん　
　

歳
７４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
御
料

　

北
海
道
農
業
基
本
調
査　

回
、

１８

国
勢
調
査
５
回
、
世
界
農
林
業
セ

ン
サ
ス
３
回
な
ど
合
計　

回
の
統

３１

計
調
査
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

猫
山
幸
正
さ
ん　
　

歳
５６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
富
丘

　　

北
海
道
農
業
基
本
調
査　

回
、

２０

国
勢
調
査
６
回
、
世
界
農
林
業
セ

ン
サ
ス
３
回
な
ど
合
計　

回
の
統

３６

計
調
査
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

樋
原
政
義
さ
ん　
　

歳
６１

　
　
　
　
　
　
　
　

南
扇
山
の
１

　

北
海
道
農
業
基
本
調
査　

回
、

１８

国
勢
調
査
４
回
、
世
界
農
林
業
セ

ン
サ
ス
３
回
な
ど
合
計　

回
の
統

２７

計
調
査
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

牧
野　

勝
さ
ん　
　

歳
７３

　
　
　
　
　
　

末
広
町　

番　

号

１７

１９

　

北
海
道
農
業
基
本
調
査　

回
、

２１

国
勢
調
査
４
回
、
世
界
農
林
業
セ

ン
サ
ス
３
回
な
ど
合
計　

回
の
統

３２

計
調
査
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
本
安
又
さ
ん　
　

歳
６４

　
　
　
　
　
　

朝
日
町
１
番
５
号

　　

商
業
統
計
調
査　

回
、
国
勢
調

１１

査
４
回
、
事
業
所
・
企
業
統
計
調

査
７
回
な
ど
合
計　

回
の
統
計
調

５３

査
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
上
好
子
さ
ん　
　

歳
５９

　
　
　
　
　
　
　

幸
町　

番
１
号

１２

　

商
業
統
計
調
査　

回
、
国
勢
調

１１

査
４
回
、
事
業
所
・
企
業
統
計
調

査
７
回
な
ど
合
計　

回
の
統
計
調

３８

査
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

柏
木
稔
暖
さ
ん　
　

歳
６８

　
　
　
　
　
　
　

幸
町
９
番
８
号

　

市
内
小
中
学
校　

校
の
学
校
医

１６

（
耳
鼻
科
）
を
務
め
ら
れ
、
富
良
野

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
会
長
、
水

泳
協
会
会
長
と
し
て
体
育
の
振
興

に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

各
種
功
績
を
称
え
る
表
彰
式
が　

月
３
日

１１

�
・　

日�
に
行
わ
れ
、
次
の
方
が
表
彰
さ

２３

れ
ま
し
た
。
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高
橋
尚
志
さ
ん　
　

歳
６７

　
　
　
　
　
　

春
日
町
２
番
２
号

　

扇
山
小
学
校
の
学
校
医
を
務
め

ら
れ
、
富
良
野
医
師
会
会
長
、
富

良
野
市
学
校
保
健
会
会
長
、
富
良

野
市
軟
式
野
球
連
盟
会
長
と
し
て

地
域
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。

高
橋
晶
子
さ
ん　
　

歳
５５

　
　
　
　
　

日
の
出
町
３
番
２
号

　

富
良
野
西
中
学
校
の
学
校
歯
科

医
を
務
め
ら
れ
、
富
良
野
沿
線
口

腔
衛
生
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
率
先
し

て
行
い
地
域
歯
科
医
療
の
向
上
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
橋
博
志
さ
ん　
　

歳
５５

　
　
　
　
　

日
の
出
町
３
番
２
号

　

富
良
野
小
学
校
の
学
校
歯
科
医

を
務
め
ら
れ
、
富
良
野
沿
線
口
腔

衛
生
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
率
先
し
て

行
い
地
域
歯
科
医
療
の
向
上
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
畑　

智
さ
ん　
　

歳
５６

　
　
　
　
　
　
　

栄
町　

番　

号

１０

１０

　

樹
海
中
学
校
、
樹
海
東
小
学
校
、

樹
海
西
小
学
校
の
学
校
歯
科
医
を

務
め
ら
れ
、
富
良
野
沿
線
口
腔
衛

生
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
率
先
し
て
行

い
地
域
歯
科
医
療
の
向
上
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

藤
田
忠
昭
さ
ん　
　

歳
６３

　
　
　
　
　
　
　

本
町
８
番　

号
２８

　

麓
郷
中
学
校
、
麓
郷
小
学
校
、

布
礼
別
小
中
学
校
の
学
校
歯
科
医

を
務
め
ら
れ
、
ま
た
、
歯
科
医
師

会
会
長
と
し
て
富
良
野
沿
線
口
腔

衛
生
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
率
先
し
て

行
い
地
域
歯
科
医
療
の
向
上
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
口
隆
正
さ
ん　
　

歳
５６

　
　
　
　
　

日
の
出
町
９
番
３
号

　

富
良
野
小
学
校
の
学
校
歯
科
医

を
務
め
ら
れ
、
富
良
野
沿
線
口
腔

衛
生
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
率
先
し
て

行
い
地
域
歯
科
医
療
の
向
上
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

宮
田　

徹
さ
ん　
　

歳
５０

　
　
　
　
　
　
　

本
町
６
番　

号
２５

　

扇
山
小
学
校
の
学
校
歯
科
医
を

務
め
ら
れ
、
富
良
野
沿
線
口
腔
衛

生
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
率
先
し
て
行

い
地
域
歯
科
医
療
の
向
上
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

蓮
川
康
夫
さ
ん　
　

歳
５９

　
　
　
　
　
　
　

幸
町
３
番　

号
１５

　

富
良
野
小
学
校
の
学
校
薬
剤
師

を
務
め
ら
れ
、
児
童
の
健
康
管
理
、

医
薬
品
の
管
理
な
ど
学
校
の
保
健

及
び
環
境
衛
生
の
向
上
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

小
川
修
一
さ
ん　
　

歳
７５

　
　
　
　
　
　
　
　

東
学
田
二
区

　

民
生
児
童
委
員
を
務
め
ら
れ
、

相
談
業
務
に
あ
っ
て
は
強
い
責
任

感
と
情
熱
を
も
っ
て
対
応
さ
れ
、

社
会
福
祉
の
向
上
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

川
瀬
貞
子
さ
ん　
　

歳
６９

　
　
　
　
　
　
　

緑
町　

番　

号

１２

３９

　

民
生
児
童
委
員
を
務
め
ら
れ
、

相
談
業
務
に
あ
っ
て
は
強
い
責
任

感
と
情
熱
を
も
っ
て
対
応
さ
れ
、

社
会
福
祉
の
向
上
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

�
��
�
�

島　

強
さ
ん　
　

歳
５９

　

山
部
市
街
地
２
条
通
南
１
丁
目

　

音
楽
活
動
を
通
じ
て
、
公
式
行

事
・
各
種
祭
典
行
事
に
も
出
演
さ

れ
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

で
は
、
益
金
を
市
の
文
化
振
興
基

金
・
社
会
福
祉
基
金
な
ど
に
寄
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

山
部
ダ
ン
ス
愛
好
会

　
　

山
部
市
街
地
１
条
南
３
丁
目

　

公
民
館
ダ
ン
ス
講
座
、
婦
人
学

級
ダ
ン
ス
講
座
、
高
齢
者
社
交
ダ

ン
ス
教
室
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域

の
文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
�

富
良
野
歌
謡
同
好
会

　
　
　
　
　
　

朝
日
町
６
番　

号
２８

　

市
民
総
合
文
化
祭
、
中
央
公
民

館
祭
、
福
祉
施
設
へ
の
慰
問
な
ど

を
通
じ
て
、
地
域
の
文
化
振
興
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

深
水
流
琴
路
会

　
　
　
　
　
　
　

緑
町　

番　

号

１１

１５

　

市
民
総
合
文
化
祭
、
中
央
公
民

館
祭
、
福
祉
施
設
へ
の
慰
問
な
ど

を
通
じ
て
、
地
域
の
文
化
振
興
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

井
上　
　

聡　
　

歳
２９

　
　
　
　
　

下
五
区

遠
藤　

郷
留　
　

歳　
　
　
　
　

３１

　
　
　
　
　

西
鳥
沼
の
２

及
川　

洋
一　
　

歳
２６

　
　
　
　
　

老
節
布
北
進

岡
野　

恭
輔　
　

歳
２４

　
　
　
　
　

南
扇
山
の
２

川
原　

一
洋　
　

歳
３０

　
　
　
　
　

下
五
区

北
村　

直
樹　
　

歳
２３

　
　
　
　
　

山
部
西　

線
９
番
地

１５

木
村　
　

謙　
　

歳
２８

　
　
　
　
　

西
町
２
番
１
２
２
号

幕
田　

昌
樹　
　

歳
２５

　
　
　
　
　

老
節
布
松
南

三
師　

和
行　
　

歳
２９

　
　
　
　
　

西
麓
郷
の
２

宮
川　

和
浩　
　

歳
３０

　
　
　
　
　

東
山
共
栄

三
好　

史
晃　
　

歳
２７

　
　
　
　
　

南
扇
山
の
２
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富
良
野
市
で
は
お
金
を
こ
の
よ
う
に
使
い
ま
し
た

平成１５年度の各会計決
算がまとまりましたの
でお知らせします。景気
の低迷により、関係する
歳入の伸び悩みから、昨
年度に引き続き財政調
整基金などの取り崩し
による財政補てんを行
う厳しい財政状況とな
りました。
決算は９月議会に報告
され。決算審査特別委員
会へ付託され、委員会審
議ののち、１２月議会でそ
の認否が決められます。

決算に関する
問い合わせ

���

�３９‐２３０６

歳入総額　131億6,944万円
�������

地方交付税地方交付税
５１億９７０６万５１億９７０６万円円
（３９.５％　　（３９.５％））

市税
２２億３９８６万円
　　（１７.０％）

市債
１４億４８１０万円
　　（１１.０％）

国庫支出金
１４億４０８万円
　　（１０.７％）

道支出金道支出金
７億５５２８万円７億５５２８万円

（５.７％）　　　（５.７％）

諸収入諸収入
４億９７６４億９７６５万円５万円

（３.８％）　　　（３.８％）

その他
１５億３２５万円
　　（１１.４％）

繰入金
１億２４１６万円
　　（０.９％）

一般会計歳入その他の内訳

3億7231万円分担金及び負担金

2億6984万円地方譲与税

2億65４９万円地方消費税交付金

1億８０９６万円使用料及び手数料

1億1752万円繰越金

8955万円自動車取得税交付金

8277万円財産収入

7317万円地方特例交付金

1808万円利子割交付金

1537万円ゴルフ場利用税
交付金

1218万円寄付金

506万円交通安全対策
特別交付金

95万円国有提供施設等所在
市町村助成交付金

市債の現在高

金　　　額区　　　分会　計

2億3190万円総務債

一般会計

16億6252万円民生債

4億989万円衛生債

20億9016万円農林債

46億8417万円土木債

3億2397万円消防債

25億3580万円教育債

4689万円災害復旧債

5億3224万円減税補てん債

1億5266万円臨時税収補てん債

13億9810万円臨時財政対策債

140億6829万円計

2億3003万円市場事業債

特別会計 59億4639万円下水道事業債

7億5267万円簡易水道事業債

38億433万円上水道事業債企業会計

歳入総額
１３１億６９４４万円
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����������
　一般会計の当初予算額は１２６
億２０００万円でしたが、歳入歳出
にそれぞれ９２８万円の増額補正
が行われました。
　平成１４年度の繰越明許費５
億４９８８万円を合わせて１３１億
７９１６万円になりました。
　歳入合計額と歳出合計額の
差し引き額は積立金の取り崩
しなどにより１億７５１９万円の
黒字決算となりますが、実質的
な単年度収支は１億６２１９万円
の赤字となります。

����������
　一般会計のほかに独立した
６つの特別会計があり、国の補
助金や税金、使用料や一般会計
からの繰入金などによって運
営されています。
　６つの会計の当初予算額は
８５億８１００万円で、７８１７万円を減
額補正し予算現額は８５億２８３万
円になりました。
　歳入合計額と歳出合計額の
差し引き額は７３３８万円の黒字
決算となります。

����������
　一般会計・特別会計のほかに
独立した水道とワインの企業
会計があり、国の補助金や販売
収入、使用料や一般会計からの
繰入金などによって運営され
ています。
　２つの会計の当初予算額は
１７億１３０万円で１億１１５０万円を
減額補正しています。したがっ
て予算現額は１５億８９８０万円に
なりました。
　水道事業会計の資本的収入
額が資本的支出額に対して不
足する１億７４万円は、当年度分
消費税資本的収支調整額８４２万
円と過年度分損益勘定留保資
金９２３２万円で補てんしていま
す。
　ワイン事業会計の資本的収
入額が資本的支出額に対して
不足する３億２２０４万円は、当年
度分消費税資本的収支調整額
１２４０万円と過年度分損益勘定
留保資金未使用額１億６７４８万
円、当年度分損益勘定留保資金
１億４２１６万円で補てんしてい
ます。

歳出総額　129億9,425万円
�������

民生費
２８億１０３４万円
　　（21.6％）

土木費
２７億６４１８万円
　　（21.3％）

公債費
１５億７７９２万円
　　（12.1％）

教育費
１３億８9９０万円
　　（10.7％）

総務費総務費
１３億３５８４万円１３億３５８４万円
（10.3％）　　（10.3％）

衛衛生費生費
１０１０億３４９０万億３４９０万円円
（8.0％）　　（8.0％）

消防費
４億４９２４万円（3.4％）

農林業費農林業費
９億９億８８８２５万円８２５万円
（7.6％）　　（7.6％）

議会費
１億7766万円（1.4％）

商工費
３億９６９４万円（3.1％）

労働費
６９０８万円
（0.5％）

主な事業と費用

1億3118万円中山間地域等
直接支払事業2783万円開庁１００年記念事業

84万円新規高卒者トライアル
雇用支援事業2678万円テレビ難視聴区域対策

22万円地産地消事業1039万円生活交通路線維持対策

620万円観光トイレ設置事業284万円転倒骨折予防事業

51万円産業クラスター事業227万円子育て支援センター
運営事業

373万円女性センター・消費生
活センター運営事業8111万円養護老人ホーム

寿光園等改築整備

5845万円西４条道路改良舗装
工事3139万円広域救急医療対策事業

運営費補助

2775万円麓郷東環状線道路
改良舗装事業3600万円山部厚生医院

損失補てん助成

2億3899万円ポン布部１号橋架換4445万円ごみ処理の広域化

5054万円市街地再開発事業2億1210万円食料・環境基盤
緊急確立対策事業

6318万円朝日通道路改良事業91万円安全・安心
農業推進事業

9億1031万円土地区画整理事業171万円経営多角化支援事業

8041万円
（3969万円)

公営住宅建設事業
（うち繰越明許）544万円地域営農支援事業

歳出総額
１２９億９４２５万円

�������� � �
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企業会計

補てん額歳　　出歳　　入会　　　　　計

4億151万円4億1378万円収益的収支
水道事業

1億74万円2億8136万円1億8062万円資本的収支

5億1077万円5億4324万円収益的収支
ワイン事業

3億2204万円3億2204万円資本的収支

特別会計

差引収支歳　　出歳　　入会　　　　計

3325万円27億3348万円27億6673万円国民健康保険

1495万円13億6162万円13億7657万円介 護 保 険

5万円30億5147万円30億5152万円老 人 保 健

51万円2755万円2806万円公設市場事業

2023万円11億5100万円11億7123万円下 水 道 事 業

439万円1億2807万円1億3246万円簡易水道事業

��������

������
�������� �������� �������

������� ������� �������

��� ��� ���

��� ���

���� ��� ���

��� ��� ���

������� ������� �������

������ ������

�����

固定資産税　　39,463円
市民税　　　　33,908円
市税総額　　　88,003円

������

固定資産税　　95,441円
市民税　　　　82,006円
市税総額　　 212,833円

����������	


人口　25,452人　
世帯　10,524世帯

※平成１６年３月３１日現在の
住民基本台帳による。

使ったお金
（市民１人当たり）

��������
（一般会計）
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富良野緑峰高等学校
園芸科学科家庭科班

　

い
よ
い
よ　

月
に
入
り
、
あ
わ
た

１２

だ
し
い
季
節
に
入
り
ま
し
た
。
寒
さ

も
日
に
日
に
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

　

私
た
ち�
カ
レ
ン
ジ
ャ
ー
娘�
は
、

先
日
高
校
生
活
最
大
の
ビ
ッ
ク
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る�
見
学
旅
行�
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
見
学
先
は
、
京
都
・

奈
良
方
面
と
東
京
で
す
。
日
本
の
伝

統
的
な
文
化
に
た
く
さ
ん
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
何
と
言
っ
て
も
、

カ
レ
ン
ジ
ャ
ー
娘
と
し
て
気
に
な
る

こ
と
は
、
北
海
道
と
は
ち
が
う�
味�

で
す
。
京
都
の
昼
食
で
食
べ
た
う
ど

ん
の
つ
ゆ
が
、
北
海
道
よ
り
も
う
す

く
、
だ
し
が
効
い
て
い
た
感
じ
が
新

鮮
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ

な
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
、
自
分

た
ち
の
味
に
対
す
る
感
覚
を
磨
い
て

い
き
た
い
で
す
。

　
　

月　

日�
は
、
第
２
回
ま
る
ご

１０

２３

と
ふ
ら
の
を
華
麗
（
カ
レ
ー
）
に
食

べ
よ
う
パ
ー
テ
ィ
ー
が
新
富
良
野
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
ク
ッ
キ
ン
グ
キ
ャ
ス
タ
ー

の
星
澤
幸
子
先
生
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
企
画
と
い
う
こ
と
で
、
朝
早

く
か
ら
先
生
と
一
緒
に
カ
レ
ー
づ
く

り
を
し
ま
し
た
。
富
良
野
産
の
た
っ

ぷ
り
野
菜
に
、
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
、
さ

ら
に
昆
布
ま
で
入
っ
て
い
る
、
星
澤

先
生
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
で
す
。

野
菜
の
切
り
方
か
ら
、
細
か
く
丁
寧

に
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

と
こ
ろ
で
み
な
さ
ん
、「
玉
ね
ぎ
の

せ
ん
切
り
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？
一

般
的
に
、
カ
レ
ー
に
使
わ
れ
る
玉
ね

ぎ
の
切
り
方
は
、「
う
す
切
り
」
か

「
み
じ
ん
切
り
」
で
す
。
し
か
し
、
星

澤
先
生
に
よ
る
と
、
玉
ね
ぎ
の
繊
維

の
方
向
に
沿
っ
て
細
く
切
っ
て
い
く

と
、
お
い
し
さ
が
一
層
引
き
立
つ
と

の
こ
と
。
玉
ね
ぎ
を
半
分
に
切
っ
て
、

そ
の
断
面
を
ま
な
板
に
寝
か
せ
た
ら
、

包
丁
を
横
か
ら
斜
め
に
入
れ
て
い
き
、

徐
々
に
垂
直
に
立
て
て
切
っ
て
い
き
、

残
り
の
部
分
に
も
斜
め
に
包
丁
を
入

れ
る
の
で
す
。
よ
く
わ
か
ら
な
い
方

は
、
玉
ね
ぎ
を
も
う
一
度
見
て
み
て

く
だ
さ
い
。
繊
維
が
中
心
に
向
か
っ

て
走
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
と
思
い

ま
す
。
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し

た
お
か
げ
で
、
ま
た
一
つ
新
し
い
技

術
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
カ
レ
ー
を
食
べ
に
来
て
下
さ
っ

た
ふ
ら
の
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と

���
��������

���
��������

��
  �
へ
そ
カ
レ
ー�

　
　
　

第
３
弾
が
完
成
し
ま
し
た
！

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
最
後
の�
へ

そ
カ
レ
ー�
第
３
弾
「
ゆ
り

根
の
根
菜
カ
レ
ー
」が
い
よ
い

よ
完
成
し
ま
し
た
。こ
の
時
期
、

ふ
ら
の
で
は
「
ゆ
り
根
」
が

収
穫
さ
れ
ま
す
。ふ
つ
う
は
茶

碗
蒸
し
な
ど
に
入
れ
て
食
べ

る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す

が
、ほ
ん
の
り
と
し
た
甘
さ
と

ほ
っ
く
り
と
し
た
食
感
は
、い

ろ
い
ろ
な
お
料
理
に
応
用
で

き
そ
う
で
す
。根
菜
類
は
寒
く

な
っ
て
く
る
今
の
時
期
に

ぴ
っ
た
り
の
食
材
！
ぜ
ひ
お

た
め
し
く
だ
さ
い
。

���������

〈ソース〉
富良野産玉ねぎ　２個　　にんじん　１/２本
ごぼう　１本　　　　　　にんにく　１片
水　３カップ　　　　　　だし昆布　１０㎝
カレールウ（中辛）２５０g入　１/２箱
ガラムマサラ　小さじ２　クミン　小さじ２
カルダモン　小さじ２

〈黒米ごはん〉
黒米　ティースプーン１杯
富良野産ほしのゆめ　３合

〈つけあわせ〉
富良野産ゆり根　１個

���������
������

〈ソース〉
�玉ねぎは薄切りにし、にんにくはみじん切り
にしてあめ色になるまでじっくり炒める
�水に昆布を入れ沸とう寸前に取り出し、だし
をとる
�にんじんは薄切りにし、ごぼうはさかがきに
して水にさらしておく
��の鍋に�と�を入れて煮る。具に火がと
おったら火を止めてルウを入れる。さらにスパ
イスを入れて味をととのえる。

〈黒米ごはん〉
黒米とほしのゆめを合わせて炊く。水の量はい
つもどおりでＯＫ

〈つけあわせ〉
�ゆり根は根の部分に包丁を入れてほぐし、歯
ごたえを残す程度に塩
ゆでする
�ごはんとソース
を盛り、ゆり根
をちらしてで
きあがり！

ゆり根は、中国では漢方とし
て広く利用され、イライラを
抑える癒しの食材です。
食物繊維やたんぱく質も
たっぷりで、さらに黒米と合
わせて使っているためビタ
ミンも豊富です。

今月の食材は、富良野産の玉ねぎ、お米、そして秋の味覚
ゆり根です。根菜類をたっぷり使ったカレーは、体を中か
ら暖めてくれます。ぜひお試しください。
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まちのできごと

ズズーームムアアッッププふふららのの
ZOOM UP
FURANO

今が旬のじゃがいもと玉ねぎで一品料理を

ふらの「食」のコンテスト
　
　

月　

日�
、
富
良
野
駅
前

１０

３１

の
ふ
ら
の
ス
テ
ー
ジ
で
「
ふ
ら

の
『
食
』
の
コ
ン
テ
ス
ト
」
が

開
催
さ
れ
、　

組
の
出
場
者
と
、

１０

審
査
員
約
１
０
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

地
産
地
消
を
テ
ー
マ
に
地
元

で
取
れ
た
今
が
旬
の
「
た
ま
ね

ぎ
」「
じ
ゃ
が
い
も
」
を
使
っ
た

料
理
の
中
に
は
、
ワ
イ
ン
や
牛

肉
を
使
い
、
レ
ス
ト
ラ
ン
気
分

が
味
わ
え
る
料
理
や
、
ち
ょ
っ

と
し
た
お
や
つ
的
な
料
理
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
自
慢
の
一
品
を
特
別

審
査
員
や
一
般
審
査
員
が
試
食

し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
は
、
食
べ
る
の

も
作
る
の
も
大
好
き
な
３
人
グ

ル
ー
プ
「
ク
ッ
キ
ン
グ
侍
」
の

じ
ゃ
が
い
も
料
理
「
ポ
テ
ト
か

り
ん
と
う
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
の
中
島
洋
子
さ
ん

は
「
ま
さ
か
優
勝
す
る
な
ん
て

思
わ
な
か
っ
た
で
す
。
こ
の
料

理
は
コ
ス
ト
も
か
か
ら
ず
、
味

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
た
く
さ

ん
つ
く
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

（
最
優
秀
作
品
の
レ
シ
ピ
は　
２０

ペ
ー
ジ
で
紹
介
）
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月
２
日�
〜
３
日�
の
２
日
間
、

１１
文
化
会
館
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
の
５

つ
の
会
場
で
「
市
民
総
合
文
化
祭
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

富
良
野
会
場
（
文
化
会
館
）
で
は
、

陶
芸
・
絵
画
・
書
道
・
写
真
・
生
け
花

な
ど
の
作
品
約
１
３
７
０
点
が
館
内
に

展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
芸
能
発
表
で
は
、

　

団
体
が
楽
器
の
演
奏
や
舞
踊
な
ど
で

３１観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

文
化
の
日
で
あ
る
３
日
に
は
、
富
良

野
市
文
化
団
体
協
議
会
の
文
化
功
労
賞

な
ど
の
贈
呈
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ZOOM UP
FURANO

楽
し
い
仮
装
パ
ー
テ
ィ

　
　

月　

日�
、
富
良
野
小
学
校
体
育
館

１０

２８

で
２
０
０
４
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ー
テ
ィ
は
、
外
国
語
指
導
助
手

の
エ
イ
ド
ン
さ
ん
を
中
心
に
企
画
さ
れ
た

も
の
で
、当
日
は
、魔
女
や
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
衣
装
で
訪
れ
た
約
１

３
０
名
の
児
童
た
ち
が
、
西
洋
の
お
祭
り

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
よ
く
見
ら
れ
る
か
ぼ

ち
ゃ
の 
灯  
篭 
づ
く
り
で
は
、
児
童
た
ち
は
、

と
う 
ろ
う

用
意
さ
れ
た
た
く
さ
ん
の
か
ぼ
ち
ゃ
の
中

身
を
く
り
ぬ
き
、
い
ろ
い
ろ
な
表
情
の
顔

を
彫
っ
て
い
ま
し
た
。

２
０
０
４
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
北
国
の
大
地
に 
記 
す
新
た
な
一
歩
」

し
る

市
民
総
合
文
化
祭
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最優秀賞に輝いたクッキング侍の作品

「ポテトかりんとう」

代表の中島さんは「子どもからお年寄りまで
おいしく食べられます」と話してくれました。

最優秀賞に輝いた最優秀賞に輝いた
 クッキング侍のメンクッキング侍のメンバーバー

地地地地産産産産地地地地消消消消ふふふふららららののののををををたたたたべべべべよよよよううううキキキキャャャャンンンンペペペペーーーーンンンン　地産地消ふらのをたべようキャンペーン

�������

������「「��」」
����������������
●材料（４人分）
じゃがいも２００ｇ　揚げ油　ポリ袋　
　　強力粉 ２００ｇ　たまご １個　塩 小さじ２/３
　　油 大さじ２　砂糖 大さじ３　ベーキングパウダー 小さじ１／２
粉砂糖　シナモン　青のり　チーズ　塩　すりごま
※砂糖はグラニュー糖でもよいです。

●作り方
１ じゃがいもは皮をむき、乱切りにし、茹で、つぶすか裏ごしする。
２ １とＡを併せて良くこねます。
３ ２を４等分し、すりごま、粉チーズ、青のり、プレーンと４種類にしてよくこね 
　ます。
４ 打ち粉を敷いて、麺棒でのばし、好みの形にして油でカラリと揚げます。
５ プレーンには粉砂糖とシナモンを、他には塩を入れたポリ袋へ４を入れてからか
　らめます。

�

最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品最優秀作品

レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピ大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開レシピ大公開
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お姉ちゃんが大好き！

　　� 川崎  真 生   さん 　４歳　　桂木町
ま い

　　� 川崎  莉 生   さん 　７ヵ月　
り な

○写真の応募先
　富良野市弥生町１番１号
　富良野市役所企画振興課広聴広報係
　　　　　　　　「わんぱくざかり」係
○写真は返却します
○お子さんの名前（ふりがな）・年齢・返
却の際の住所・保護者名・簡単なコメント
を添えてください

 
表
彰
・
成
績 

北
海
道
産
業
貢
献
賞

卓
越
し
た
技
能
者

�
岡　

一
男
（
麓
郷
）

富
良
野
地
区
消
防
組
合
火
災

予
防
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

組
合
長
賞

永
野　

真
実
（
東
小
６
年
）

消
防
長
賞

國
分　

夏
菜
（
東
小
６
年
）

署
長
賞

鈴
木　

大
地
（
東
小
６
年
）

佳
作

小
柳　

亜
文
（
東
小
６
年
）

佐
藤　
　

優
（
扇
山
小
４
年
）

 
寄
付  
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

富
良
野
市
へ

内
田
キ
ク
エ
（
東
京
都
）

　
　
　
　
　
　
　
　

金　

１
万
円

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

松
本
安
又
（
緑
町
）

ヒ
グ
マ
頭
骨　
　

本
１０

　
　
　
　
　
　

順
不
同
・
敬
称
略

お子さんの
写真を募集
しています！

����������������������
�����

通
る
た
び
葡
萄
の
匂
ふ
勝
手
口　

松
藤　

道
子

倒
木
の
落
葉
の
山
に
眠
る
ご
と

相
良　

紀
子

山
小
屋
の
木
々
に
ま
と
わ
り
時
雨
降
る

森　

美
代
子

擦
れ
ち
が
ふ
マ
ス
ク
の
下
の
笑
顔
か
な

小
玉
美
智
子

満
月
や
兎
餅
つ
く
御
伽
星

鈴
木　

健
夫

身
ほ
と
り
の
喜
憂
あ
れ
こ
れ
暦
果
つ

東　
　

弘
子

秋
大
根
泥
を
落
と
せ
ば
真
白
き
の

肌
み
づ
み
づ
し
食
欲
そ
そ
る　
　
　
　

村
上
せ
つ
子

敬
老
の
席
に
招
か
る
良
き
日

和
み
ん
な
若
か
り
あ
の
人
こ
の
人　
　

吉
田　

久
子

歳
か
さ
ね
物
忘
る
る
も
ご
愛
敬
と

ひ
ら
き
直
り
て
今
日
も
暮
れ
た
り　
   
木
村
み
ど
り

取
り
入
れ
に
田
ん
ぼ
の
学
校
子
ら
の

こ
ゑ
案
山
子
と
並
び
稲
穂
を
か
ざ
す　

豊
島　

徳
子

こ
れ
か
ら
は
冬
の
領
域
裸
木
は

落
葉
を
褥
に
眠
ら
ん
と
す
る　
　
　
　

町
屋　

和
子
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今
月
の
手
続
き       �
�
１２月

Decem
ber

国
民
年
金

老
齢
基
礎
年
金

裁
定
請
求

市
税
の
納
期

昭
和　

年　

月
生
ま
れ
（
満　

歳
）
の
方

１４

１２

６５

誕
生
日
の
前
日
以
降
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

�
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
預
金
通
帳
・
戸
籍
謄
本
・
住
民

票
謄
本
な
ど

�
市
役
所
③
番
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

今
月
は
国
保
税
６
期
・
介
護
保
険
料
６
期

の
納
期
で
す
。

ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う

●
車
内
に
は
バ
ッ
ク
な
ど
お
金
が

入
っ
て
る
と
思
わ
せ
る
も
の
は
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

�問
 

富
良
野
警
察
署

 　
　
　
�
２
２
‐
０
１
１
０

　

月
は　
　
　
　
　
　
　

１２大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間

　
　

月
は
「
大
気
汚
染
防
止
推
進

１２
月
間
」
で
す
。
１
年
の
う
ち　

月
１２

は
自
動
車
交
通
量
の
増
加
、
家
庭

の
暖
房
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
代

表
的
な
大
気
汚
染
物
質
で
あ
る
窒

素
酸
化
物
（
N
O
x
）
の
濃
度
が

高
く
な
る
時
期
で
す
。
こ
の
た
め
、

環
境
省
及
び
公
害
健
康
補
償
予
防

協
会
で
は
、
毎
年　

月
を
大
気
汚

１２

染
防
止
推
進
月
間
と
し
、
大
気
汚

染
防
止
の
た
め
の
各
種
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

●
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を
実

行
し
よ
う

　

駐
車
中
に
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
か

け
っ
ぱ
な
し
に
す
る
こ
と
（
ア
イ

ド
リ
ン
グ
）
は
な
る
べ
く
控
え
て

く
だ
さ
い

●
マ
イ
カ
ー
の
使
用
は
出
来
る
だ

け
控
え
ま
し
ょ
う

●
車
の
空
ぶ
か
し
や
急
発
進
・
急

加
速
は
や
め
ま
し
ょ
う

●
暖
房
は
控
え
め
に
し
ま
し
ょ
う

　

部
屋
の
暖
房
を
１
度
下
げ
、
ム

ダ
を
無
く
せ
ば
そ
の
ぶ
ん
空
気
は

�
�
�

犯
罪
や
事
故
の
な
い　
　

年
末
年
始

　

犯
罪
被
害
に
合
わ
な
い
よ
う
に

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
必

ず
戸
締
ま
り
を
し
ま
し
ょ
う

●
多
額
の
現
金
を
持
ち
歩
く
と
き

は
、
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
り
、

複
数
で
行
動
し
ま
し
ょ
う

●
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、

エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
い
て
ド
ア

き
れ
い
に
な
り
ま
す

�問
 

環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課

 　
　
　
�
３
９
‐
２
３
０
８

冬
の
暴
力
追
放
運
動

　

月　

日
〜

１２

１５

　
　
　
　

平
成　

年
１
月　

日

１７

１４

　

年
末
年
始
は
、
酒
に
酔
っ
た
暴

力
行
為
が
多
く
な
り
が
ち
で
す
。

け
ん
か
、
た
か
り
、
い
や
が
ら
せ

を
見
た
り
、
聞
い
た
り
、
被
害
に

あ
っ
た
ら
す
ぐ
１
１
０
番
通
報
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
暴
力
に
関
す

る
悩
み
の
あ
る
方
や
お
困
り
の
方

は
、
最
寄
の
暴
力
通
報
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

�問
 

暴
力
追
放
セ
ン
タ
ー

 　
�
０
１
２
０
‐
２
１
０
４
９
０

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
で
悩

ん
で
い
る
方
へ

　

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
保
護
命
令
の
対
象
を
、

子
ど
も
や
離
婚
し
た
元
配
偶
者
ま

で
拡
大
し
、
退
去
命
令
の
期
間
を

２
カ
月
に
延
長
し
ま
し
た
。

◆
改
正
の
主
な
内
容

�
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
定
義
の

拡
大

�
保
護
命
令
制
度
の
拡
充

�
被
害
者
の
自
立
支
援
の
明
確
化

�問
 

環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課

 　
　
　
�
３
９
‐
２
３
０
８

富
良
野
市
開
庁
１
０
０
年
記
念

『
富
良
野
市
人
物
辞
典
』
刊
行
の
お
知
ら
せ

　

富
良
野
市
開
庁
１
０
０
年
を
記
念
し
て
、
富
良
野
市
郷
土
研
究
会

が
中
心
と
な
り
編
集
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
『
富
良
野
市
人

物
辞
典
』
が　

月
下
旬
に
刊
行
と
な
り
ま
し
た
。

１１

　

開
拓
か
ら
現
在
ま
で
、
富
良
野
市
の
発
展
に
寄
与
し
た
人
や
、
郷

土
出
身
で
全
国
的
に
活
躍
し
て
い
る
学
者
・
文
化
人
な
ど
９
９
０
名

の
業
績
を
掲
載
し
、
富
良
野
の
歴
史
を
知
る
た
め
の
参
考
文
献
と
し

て
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。　

　
　
　
　

◆
内
容
・
規
格

　
　
　
　
　

B
５
判
・
箱
入
り
・
上
製
本
・
４
４
６
貢

　
　
　
　

◆
価　

格　

４
０
０
０
円

　
　
　
　

◆
販
売
数　

先
着
３
０
０
部

　
　
　
　

◆
申
込
・
問
合
せ　

　
　
　
　
　
　
　
　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
博
物
館
係

　
　
　
　
 　
　
　
　
 　
　
 　
�
４
２
‐
２
４
０
７
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員
が
疲
労
し
、
火
気
の
取
扱
い
が

お
ろ
そ
か
に
な
り
や
す
い
の
で
、

責
任
体
制
の
確
立
を
は
か
る

◆
繁
華
街
・
旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど

●
避
難
口
の
除
雪
を
実
施
し
避
難

経
路
を
確
保
す
る
。
夜
間
体
制
の

強
化
を
図
る

◆
休
日
の
事
務
所

●
休
日
中
の
火
気
取
締
り
、
消
防

用
設
備
な
ど
の
維
持
管
理
を
図
る

�問
 

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

 　
�
２
３
‐
５
１
１
９

新
年
交
礼
会

◆
と　

き　

１
月
５
日�

　
　
　
　
　

午
前　

時
１１

◆
と
こ
ろ　

文
化
会
館

◆
会　

費　

５
０
０
円　

◆
申
込
期
限　
　

月　

日�
ま
で

１２

１７

調
理
師
就
業
届
出
の
提
出

◆
届
出
の
必
要
な
調
理
師

　

寄
宿
舎
・
学
校
・
病
院
・
事
業
所
・

社
会
福
祉
施
設
・
介
護
老
人
保
健

施
設
・
飲
食
店
営
業
・
魚
介
類
販

売
業
・
そ
う
ざ
い
製
造
業
な
ど
多

人
数
に
飲
食
物
を
調
理
し
て
供
与

し
て
い
る
施
設
に
勤
務
す
る
方

◆
届
出
先　

平
成　

年
１
月　

日

１７

１５

�
ま
で
に
、
次
の
場
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
※
届
出
用
紙
は
、
次

の
届
出
先
か
保
健
所
に
あ
り
ま
す

●
ニ
ュ
ー
樹
海　

佐
藤
さ
ん

�
３
９
‐
２
８
８
０

●
酒
場
ひ
ろ
ち
ゃ
ん　

伊
藤
さ
ん

�
４
２
‐
２
５
４
８

�問
 

保
健
所
健
康
推
進
課

 　
�
２
３
‐
３
１
６
１

年
末
年
始
の
火
災
予
防

　

次
の
事
項
に
留
意
し
て
火
災
予

防
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
一
般
家
庭
な
ど

●
暖
房
器
具
の
適
正
な
取
扱
い
、

就
寝
、
外
出
前
の
火
の
元
の
点
検

を
す
る

●
除
雪
に
よ
る
二
方
向
避
難
路
を

確
保
す
る

●
ロ
ウ
ソ
ク
や
線
香
の
火
の
管
理
、

後
始
末
に
は
十
分
注
意
す
る

◆
デ
パ
ー
ト
・
病
院
な
ど

●
年
末
年
始
の
繁
忙
の
た
め
従
業

�問
 

総
務
課
総
務
法
制
係

 　
　
　
　
�
３
９
‐
２
３
０
０

�
�

上
富
良
野
駐
屯
地
音
楽
隊

第
７
回
定
期
演
奏
会

◆
と　

き　
　

月　

日�
　

午
後

１２

１８

６
時
開
場　

６
時　

分
開
演

３０

◆
と
こ
ろ　

上
富
良
野
町
社
会
教

育
総
合
セ
ン
タ
ー

◆
曲　

目　

●
交
響
組
曲
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
ほ
か

◆
入
場
料　

無
料

◆
ゲ
ス
ト　

　
　

上
富
良
野
中
学
校
吹
奏
楽
部

�問
 

駐
屯
地
広
報
室

 　
�
４
５
‐
３
１
０
１

手づくり体験工房では、北海道産の農作物を使っ
たそばやとうふなど、手づくりの加工品の講座を
行っています。あなたも参加してオリジナルの一
品を作ってみてはいかがですか。

��������	
と　き　１２月２５日�　①午前９時３０分～正午
　　　　　　　　　　②午後１時３０分～午後４時
ところ　チーズ工房（体験工房）
定　員　１回：１２名
参加費　１,０００円（税別）
用　意　エプロン、持ち帰り用の菓子箱など
受　付　１２月１０日�から

��������	
��

������
と　き　１月２１日�　午前９時３０分～正午
ところ　チーズ工房（体験工房）
定　員　１０名
参加費　６００円（税別）
受　付　１２月１０日�から

問合せ/申込み　富良野チーズ工房　�２３－１１５６

●あなたの作品を展示しませんか● あなたの作品を展示しませんか
チーズ工房２階市民
ギャラリーにあなた
やあなたのグループ
の自慢の作品を展示
しませんか。

�問 企画振興課企画振興係　
　　　　　� ３９ー２３０４

パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッックククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククコココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実 施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施 予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予 告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告

　意見募集案件　「富良野市総合計画
　　　　　　　　　　実施計画の見直し案」
　意見募集期間　１２月１０日�～１２月３０日�
　原案入手方法　�市役所行政情報コーナー
　　　　　　　　�各支所窓口
　　　　　　　　�企画振興課
　　　　　　　　�広報お知らせ版折込資料
　　　　　　　　�ホームページ
　意見提出方法　手紙・ファックス・
　　　　　　　　電子メールなど
意見提出の詳しい方法は、お知らせ版
折り込みの資料をご覧ください。  　  

市が政策などの案を公表して広く市民からの意
見を求め、提出された意見に対する市の考え方
などを公表する市民参加の方法です。

■■ パブリックコメント手続とはパブリックコメント手続とは ■■ 
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複
式
簿
記
講
習
会

◆
と　

き　
　

月　

日�
〜　

日

１２

１３

１５

�
　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

◆
と
こ
ろ　

文
化
会
館
中
会
議
室

◆
内　

容　

複
式
簿
記
の
ノ
ウ
ハ

ウ
か
ら
青
色
申
告
書
の
作
成

◆
対　

象　

農
業
（
複
式
）
簿
記

に
関
心
が
あ
り
、
青
色
申
告
に
取

り
組
む
こ
と
を
考
え
て
い
る
方
で
、

原
則
全
３
回
の
受
講
が
可
能
な
方

◆
定　

員　

先
着　

名
３０

◆
申　

込　

農
林
課
ま
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い

�問
 

農
林
課
農
畜
産
振
興
係

�
３
９
‐
２
３
０
９

消
防
用
設
備
等
の
工
事
又

は
整
備
に
関
す
る
講
習

◆
受
講
対
象
者

�
消
防
設
備
士
免
状
の
交
付
を
受

け
た
日
か
ら
２
年
以
内
で
、
消
防

設
備
士
講
習
を
受
け
た
こ
と
の
な

い
方

�
前
記
１
の
講
習
を
受
け
た
日
か

ら
５
年
以
内
で
、
こ
の
講
習
を
受

け
て
い
な
い
方

�
前
記
１
又
は
２
の
受
講
期
間
を

経
過
し
て
い
る
方

※
受
講
期
間
を
経
過
す
る
と
消
防

法
違
反
点
数
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

消
防
設
備
士
免
状
を
取
得
さ
れ
業

務
上
使
用
し
て
い
な
い
方
で
も
講

習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

◆
開
催
地
及
び
講
習
区
分

札
幌
市
・
室
蘭
市
・
苫
小
牧
市
・

北
見
市
・
旭
川
市
・
釧
路
市
・
帯

広
市
・
函
館
市

※
講
習
区
分
に
つ
い
て
は
、
開
催

地
に
よ
り
異
な
り
ま
す

※
講
習
の
開
催
日
時
及
び
会
場
に

つ
い
て
は
、　

月　

日�
頃
受
講

１２

２７

表
に
て
通
知
し
ま
す

◆
申　

込　
　

月　

日�
ま
で
に

１２

１５

次
の
場
所
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い

〒
０
６
０
‐
０
０
０
５　

札
幌
市

中
央
区
北
５
条
西
６
丁
目
２
番
地

札
幌
セ
ン
タ
ー
ビ
ル　

階　

社
団

１２

法
人　

北
海
道
消
防
設
備
協
会

◆
受
講
料　

講
習
区
分
ご
と
に
７

千
円
分
の
北
海
道
収
入
証
紙
が
必

要
に
な
り
ま
す

�問
 

消
防
本
部
予
防
課
保
安
係

�
２
３
‐
５
１
１
９

危
険
物
取
扱
者
試
験

◆
と　

き　

２
月　

日�
１３

◆
と
こ
ろ　

旭
川
市

◆
試
験
の
種
類　

乙
種
（
第
１
類

〜
６
類
）・
丙
種

◆
受
付
期
間

　
　
　
　
　

月
８
日�
〜　

日�

１２

１６

◆
申　

込　

消
防
本
部
・
各
支
署
・

出
張
所
に
あ
る
受
験
願
書
に
よ
り

申
し
込
み
く
だ
さ
い

�問
 

消
防
本
部
予
防
課
保
安
係

�
２
３
‐
５
１
１
９

消
防
用
設
備
士
試
験

◆
と　

き　

２
月　

日�
１３

◆
と
こ
ろ　

旭
川
市

◆
試
験
の
種
類　

●
午
前
の
部

甲
種
（
第
１
・
２
・
３
・
５
類
）

乙
種
（
第
１
・
２
・
３
・
５
・
６
類
）

●
午
後
の
部　

甲
種
（
第
４
類
）・

乙
種
（
第
４
・
７
類
）

◆
受
付
期
間

　
　
　
　
　

月
８
日�
〜　

日�

１２

１６

◆
申　

込　

消
防
本
部
・
各
支
署
・

出
張
所
に
あ
る
受
験
願
書
に
よ
り

申
し
込
み
く
だ
さ
い

�問
 

消
防
本
部
予
防
課
保
安
係

�
２
３
‐
５
１
１
９

ワイン工場から休業日
のお知らせ　
臨時休業

１２月１８日�・１９�
年末・年始休業

１２月２７日�～１月５日�
�問 ワイン工場　２2－3242

�
��
�
�
�
�
�
	


�
�

�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

富
良
野
緑
峰
高
等
学
校
農
業
特
別
専
攻
科
で
は
、
平
成　

年
度
の
入
学

１７

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
し
、
自
家
の

農
業
経
営
に
携
わ
り
な
が
ら
、
農
業
の
専
門
的
知
識
技
術
を
学
び
た
い
方

な
ら
年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く
出
願
で
き
ま
す
。
大
学
や
専
門
学
校
の
卒

業
者
や
他
産
業
で
社
会
経
験
の
あ
る
方
な
ど
の
入
学
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

�問
 

富
良
野
緑
峰
高
等
学
校
（�
２
２
‐
２
５
９
４
）

�����������

�����

市では、駅前及び駅裏駐輪場
に長期にわたり放置している
自転車の整理を行います。所
有者は、至急引き取りにきて
ください。

引取りの公告期間は

１２月１６日�から２９日�
2月２７日�まで引き取りがな
い場合は処分いたします。
なお、対象自転車は駅前駐輪
場掲示板及び市役所掲示版に
公告しますので確認願います。

問合せ/引取り場所
市役所財政課管財係
�３９‐２３０６

※引取りの際は、身分を証明する
　ものと印鑑が必要です。

���������
出
願
資
格

修
業
年
限

募
集
人
員

出
願
受
付

検

査

日

検
査
会
場

検
査
内
容

合
格
発
表

そ

の

他

高
等
学
校
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
を
卒
業
し
た

者
、
ま
た
は
本
校
校
長
が
、
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
た
者

２
年

　

名
２０平

成　

年
１
月　

日�
〜　

日�
ま
で

１７

１１

２０

平
成　

年
１
月　

日�

１７

２７

富
良
野
緑
峰
高
等
学
校

作
文
及
び
面
接

平
成　

年
２
月
７
日�

１７

合
格
者
が
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
平
成　

年
３

１７

月　

日�
に
２
次
募
集
を
行
い
ま
す
。

２３



�� ����� No.519No.519

�
�
�

◆
休
館
日

定
期
休
館　

毎
週
月
曜
日

祝
日
休
館　
　

日�
２３

整
理
休
館　
　

日�
３０

年
末
・
年
始
休
館

　
　
　

月　

日�
〜
１
月
５
日�

１２

３１

◆
図
書
館
ま
つ
り

○
内　

容　

「
丹
沢 
裕
子　

絵
本
原
画
展
」

　
　
　

月
３
日�
〜　

日�

１２

１８

古
本
市（
無
料
）　

１
人　

冊
ま
で

１０

　
　

５
日�
　

午
前
９
時　

分
３０

ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
つ
く
り

　
　

５
日�
　

午
前　

時　

分

１０

３０

◆
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、手
話
の
会
、

手
づ
く
り
紙
し
ば
い
の
集
い
（
多
目

的
ホ
ー
ル
）　

日�
午
前　

時　

分

１１

１０

３０

◆
絵
本
の
読
み
聞
か
せ　

　
　
　

日�
　

午
後
３
時
〜
４
時

１５

◆
新
着
図
書
館

《
児
童
書
》

え
ぞ
も
も
ん
が
の
よ
る

寺
島　

圭
三
郎
�作
 

が
た
が
た
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

と
よ
た　

か
ず
ひ
こ
�作
 

う
ら
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
い　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤　

洋
�作
 

か
わ
い
い
お
ば
け
に
な
り
た
い
の

む
ら
い　

か
よ
�作
 

《
一
般
書
》

真
夜
中
の
５
分
前　

S
ideA

B

     
・ 　

　
　
　
　
　
　

本
田　

孝
好
�作
 

死
な
な
い
で　
　

赤
川　

次
郎
�作
 

駅
ま
で
の
道
を
お
し
え
て

　
　
　
　
　
　
　

伊
集
院　

静
�作
 

真
夜
中
の
独
り
ご
と

　
　
　
　
　
　

瀬
戸
内　

寂
聴
�作
 

動
物
記　
　
　
　

新
堂　

冬
樹
�作
 

魔
術
師（
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ
ス
ト
）

　

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
デ
ィ
ー
バ
ー
�作
 

し
ん
シ
ン
体
操　
　

室
井　

滋
�作
 

天
使
の
梯
子　
　

村
山　

由
佳
�作
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

図
書
を
検
索
！

（
パ
ソ
コ
ン
）h

ttp
://p
c3
.fu

 
   
    
  
   

]ran
o
-lib
.u
n
et.o
cn
.n
e.jp
/

    
 
    
  
 
    
  
  
    
 

h

（
携
帯
電
話
） 

ttp
://p
c3
.fu

   
    
  
   

ran
o
-lib
-u
n
et.o
cn
.n
e.jp

   
 
    
  
 
    
  
  
    

/i/

   search
.h
tm
l

      
  
  
 

�問
 

図
書
館　
�
２
２
‐
３
０
０
５

�
�
�

み
ん
な
の
児
童
館

○
児
童
館
の
会
館

　

市
内
の
５
つ
の
児
童
館
は
だ
れ

で
も
自
由
に
利
用
が
で
き
ま
す
。

◆
開
館
時
間

月
〜
金
曜
日　

午
後
１
時
〜
５
時

土
曜
日
・
冬
休
み
中　

午
前　

時
１０

〜
午
後
５
時
（　

月　

日�
午
後

12

３０

〜
１
月
５
日�
は
休
館
で
す
）

�
�
�
�
�
�
�
�

��
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


と
こ
ろ

�����
��������

��������

������
��������	


��������

��������
���������

��������

��������
��������	

��������

��������
��������

��������

と
き
・
内
容

�
�
�
　

も
ち
つ
き

��
���
　

キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り

�
�
��
���

　

手
芸

　
（
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
）

��
�
　
��

　

ク
リ
ス
マ
ス

　

お
楽
し
み
会

�
�
�
�
�

　

ク
リ
ス
マ
ス

　

リ
ー
ス
づ
く
り

��
���
　

ク
リ
ス
マ
ス

　

お
楽
し
み
会

�
�
�
　

も
ち
つ
き

��
���
　

ミ
ニ
キ
ャ
ン
ド
ル

　

づ
く
り

��
���
　

も
ち
つ
き

��
���
　

ク
リ
ス
マ
ス
会

富良野スキー場市民スキーリフト施設利用券割引料金表

割引料金通常料金区　　　分期　　間券　種

2,5002,700おとな１２月１日
～１２月10日

１日券

1,2002,000こども・シニア

3,1003,200おとな１２月11日
～１２月17日 1,8002,000こども・シニア

3,4004,000おとな１２月18日
～３月6日 2,2003,000こども・シニア

2,8003,300おとな３月7日
～３月27日 1,3002,100こども・シニア

2,0002,700おとな3月28日
～５月５日 1,0001,500こども・シニア

2,7003,000おとな１２月１１日
～３月6日

午前券・
午後券 1,6002,300こども・シニア

1,2001,500おとな
開始～終了ナイター

券 7001,000こども・シニア�問い合わせ 　企画振興課　　�３９－２３０４

�������
��������	
��
　株式会社コクド富良野スキー場では、今シーズン
も市民を対象にした割引券「市民スキーリフト施設
利用券」を発行します。（金額は右の表のとおりです）
　この利用券は、次の場所で発行していますので、
気軽に利用ください。

�利用券発行所
市役所（企画振興課・商工観光課）、文化会館、図書
館、スポーツセンター、山部・東山支所、ふらの農
業協同組合本所、山部・東山支所、東部出張所

※こども料金は小学生以下、シニア料金は６０歳以上
（ただし、夫婦で利用の場合はどちらかが６０歳以上で
あれば２人ともシニア料金）
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�
�

保
険
料
の
追
納
制
度
に
つ

い
て

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

が
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期

間
や
学
生
納
付
特
例
に
該
当
し
て

い
た
期
間
は
、
将
来
老
齢
基
礎
年

金
を
受
給
す
る
際
、
よ
り
有
利
な

年
金
額
と
な
る
よ
う
当
該
期
間
に

つ
い
て
後
か
ら
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
追
納
制
度
と
い
い
ま
す
。

　

追
納
す
る
場
合
は
、
次
の
こ
と

が
条
件
と
な
り
ま
す
。

�
追
納
で
き
る
期
間
は
さ
か
の

ぼ
っ
て　

年
間
と
な
り
ま
す
。

１０

�
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
は
追
納

で
き
ま
せ
ん
。

�
追
納
す
る
場
合
は
、
古
い
も
の

か
ら
順
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

学
生
納
付
特
例
が
あ
る
場
合
は
、

学
生
納
付
特
例
が
先
に
な
り
ま
す
。

�
前
々
年
度
よ
り
前
の
年
度
に
属

す
る
月
に
つ
い
て
追
納
す
る
場
合

の
納
付
額
は
、
当
時
の
保
険
料
額

に
政
令
で
定
め
ら
れ
た
率
を
乗
じ

た
額
を
加
算
し
た
額
に
な
り
ま
す
。

月
曜
日
の
年
金
相
談
時
間
延
長

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、　

月
１２

か
ら
平
成　

年
３
月
ま
で
の
毎
週

１７

月
曜
日
は
、
年
金
相
談
を
２
時
間

延
長
し
て
午
後
７
時
ま
で
行
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
月
曜
日
が
休
日
（
１
月

３
・　

日
、
３
月　

日
）
の
時
は
、

１０

２１

翌
日
の
火
曜
日
に
振
り
替
え
て
時

間
延
長
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、

月
末
が
月
曜
日
の
１
月　

日
、
２

３１

月　

日
は
平
常
通
り
午
後
５
時
ま

２８
で
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
旭
川
社
会
保
険
事

務
所
（�
０
１
６
６
‐
２
６
‐
４

４
８
１
）
へ
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

保
険
料
の
支
払
い
は          

　
　
　
　
　

お
忘
れ
な
く

�問
 

市
民
課
国
保
年
金
係

�
３
９
‐
２
３
０
１

�
�

自
衛
隊
生
徒
の
募
集

　

自
衛
隊
生
徒
と
は
、
少
年
工
科

学
校
（
陸
上
）・
第
１
術
科
学
校

（
海
上
）・
航
空
教
育
隊
（
航
空
）

へ
入
校
し
、
４
年
間
教
育
を
受
け

る
少
年
自
衛
官
の
こ
と
で
す
。

◆
応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、

平
成　

年
４
月
1
日
現
在
、　

歳

１７

１５

以
上　

歳
未
満
の
男
子
で
中
学
校

１７

卒
業
者
又
は
中
等
教
育
学
校
の
前

期
課
程
修
了
者

◆
受　

付　

平
成　

年
１
月　
�

１７

１１

ま
で
。
た
だ
し
、
平
成　

年
３
月

１７

中
学
校
卒
業
予
定
者
又
は
中
等
教

育
学
校
の
前
期
課
程
修
了
予
定
者

の
受
け
付
け
に
つ
い
て
は
、
文
部

科
学
・
厚
生
労
働
両
省
か
ら
示
さ

れ
た
期
日
以
降
実
施
し
ま
す

◆
試　

験

●
１
次
試
験　

１
月　

日�
１５

●
２
次
試
験　

１
月　

日�
〜　

２８

３１

日�
ま
で
の
１
日

◆
教
育
内
容　

約
２
年
半
な
い
し

３
年
間
は
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
生

徒
と
も
各
学
校
で
一
般
高
校
と
同

じ
学
科
と
各
種
技
術
の
基
礎
を
学

び
、
こ
の
期
間
を
終
え
る
と
、
そ

れ
ぞ
れ
専
門
的
な
技
術
を
学
び
ま

す
。
生
徒
教
育
３
年
終
了
時
に
は
、

高
等
学
校
の
卒
業
資
格
を
取
得
で

き
ま
す
。

�問
 

上
富
良
野
募
集
事
務
所

�
４
５
‐
３
４
１
２

１２月４日～１０日は

��������

人権とは何かということを一人
ひとりが考え、人権尊重の意識
を高めましょう。

旭川地方法務局

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��
�
�
�
�
�
�
�

　

共
済
会
は
、
平
成
元
年
９
月
に
設
立
し
、
市
内
中
小
企
業
に
働
く

勤
労
者
の
福
利
厚
生
の
充
実
や
安
心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
職
場

環
境
づ
く
り
、
さ
ら
に
は
中
小
企
業
の
健
全
な
発
展
を
目
指
し
、
給

付
制
度
と
福
利
厚
生
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。　

月
末
現
在
で
市

１０

内
中
小
企
業
１
６
０
事
業
所
、
１
２
７
２
名
の
会
員
が
加
入
し
て
い

ま
す
が
、
未
加
入
の
事
業
所
も
、
是
非
と
も
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
給
付
制
度　

◆
死
亡
慶
弔
金　
　
　
　

万
円
〜　

万
円

１５

９０

　
　
　
　
　
　

◆
重
度
障
害
見
舞　
　
　

万
円
〜　

万
円

１５

９０

　
　
　
　
　
　

◆
傷
病
見
舞　
　
　
　

７
千
円
〜
３
万
円

　
　
　
　
　
　

◆
各
種
祝
金　
　
　
　

５
千
円
〜
２
万
円

●
福
利
厚
生
事
業

　
　
　
　
　
　

◆
豪
華
景
品
の
当
る
「
親
睦
の
夕
べ
」
開
催

　
　
　
　
　
　

◆
健
康
診
断
や
ス
キ
ー
リ
フ
ト
券
購
入
な
ど
へ
の
助
成

　
　
　
　
　
　

◆
親
子
交
流
会
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
開
催

●
共
済
加
入
対
象　

市
内
事
業
所
単
位
（
個
人
加
入
不
可
）

●
入
会
金
・
共
催
掛
金　

　
　
　
　
　
　

◆
入
会
金　
　

１
人
１
０
０
円
（
入
会
時
の
み
）

　
　
　
　
　
　

◆
共
済
掛
金　

１
人
５
０
０
円
（
月
額
）

　
　
 

�問
 

富
良
野
市
勤
労
者
共
済
会
事
務
所
（�
２
２
‐
２
１
０
０
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

■　

月
号
広
報
（
№
５
１
８
）

１１
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
ふ
ら
の
「
学
校

農
園
販
売
」
の
中
の
ふ
ら
の
広

場
を
「
ふ
ら
の
ス
テ
ー
ジ
」
に

麓
郷
中
学
校
を
「
樹
海
中
学

校
」
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

製造事業所のみなさんへ

��������	
�

工業統計調査の実施にあたり、
１２月下旬～来年２月にかけて調
査員が訪問します。調査票に記
入していただいた内容は統計法
に基づき秘密が厳守されます。

経済産業省・北海道・富良野市
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世
紀
か
ら
、
北
欧
・
東
欧
の

１９
心
を
病
ん
だ
人
た
ち
が
南
欧
に
癒

し
を
求
め
る
治
療
的
旅
行
の
試
み

が
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
代

日
本
で
も
、
が
ん
患
者
に
ア
ル
プ

ス
登
山
な
ど
の
挑
戦
を
勧
め
る
こ

と
で
免
疫
機
能
を
高
め
よ
う
と
い

う
「
生
き
が
い
療
法
」
が
あ
り
、

提
唱
者
の
伊
丹
仁
郎
医
師
に
２
０

０
２
年
３
月
「
旅
の
文
化
賞
」
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
近
、
不
況
や
企
業
の
相
次
ぐ

雇
用
削
減
、
親
の
介
護
な
ど
身
近

な
問
題
で
重
圧
を
感
じ
る
場
面
が

増
え
て
き
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
、

中
高
年
の
グ
ル
ー
プ
や
子
育
て
を

終
え
た
熟
年
夫
婦
を
中
心
に
「
四

国
八
十
八
ヵ
所
巡
礼
」
な
ど
の
寺

社
め
ぐ
り
や
小
登
山
的
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
な
ど
で
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

を
通
じ
て
自
ら
を
見
つ
め
直
そ
う

と
い
う
国
内
の
旅
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

糖
尿
病
患
者
や
大
学
生
に
退
屈

な
講
義
を
聴
か
せ
た
後
に
は
血
糖

値
が
上
昇
す
る
が
、　

分
間
漫
才

４５

を
聞
か
せ
て
笑
わ
せ
た
後
に
は
血

糖
値
が
特
に
糖
尿
病
患
者
で
低
下

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
述
の
伊
丹
先
生
の
研
究
に
よ
る

と
が
ん
患
者
の
場
合
で
も
、
漫
才

や
喜
劇
を
見
て
大
い
に
笑
う
と
血

液
中
の
免
疫
機
能
を
つ
か
さ
ど
る
、

が
ん
を
破
壊
す
る
Ｎ
Ｋ
（
ナ
チ
ュ

ラ
ル
・
キ
ラ
ー
）
細
胞
の
活
性
が

上
昇
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

医
療
場
面
で
も
「
笑
い
と
ユ
ー
モ

ア
の
療
法
」
の
導
入
が
試
み
ら
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
職
場
で
も

「
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
笑
い
の
雰
囲

気
」
を
つ
く
る
こ
と
が
、
従
業
員

の
健
康
と
士
気
を
高
め
る
上
で
有

益
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ユ
ー
モ
ア
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法

�
ユ
ー
モ
ア
ス
ピ
ー
チ
を
１
週
１

話
の
目
標
で
ノ
ー
ト
に
書
き
た
め

る
。
家
族
や
周
囲
に
話
し
て
一
緒

に
笑
う
。
職
場
で
ミ
ニ
笑
い
道
場

を
開
く
。

�
新
聞
の
川
柳
欄
や
川
柳
の
本
を

愛
読
す
る
。

�
ユ
ー
モ
ア
上
達
の
参
考
書
を
読

む
。
た
と
え
ば
、
サ
ト
ウ
サ
ン
ペ

イ
、
伊
丹
仁
郎
著
「
笑
い
の
健
康

学
」、
小
田
島
雄
志
著
「
ユ
ー
モ
ア

の
流
儀
」、
Ａ
・
ク
ラ
イ
ン
著
「
笑

い
の
治
癒
力
」
な
ど
。

富良野医師会　理事　渡部 秀雄

●生活習慣の改善⑬
免疫機能を高めよう

Ｑ

A

�問 消費生活センター 　�３９‐１１６６
　月～金曜日 午前１０時～午後４時

※相談窓口・ダイヤル交換市は

ダイヤル交換市

突
然
「
排
水
管
の
掃
除
を

し
ま
す
」
と
言
う
人
が
来

た
の
で
「
地
元
の
業
者
に
頼
み

ま
す
か
ら
」
と
断
り
ま
し
た
。

外
で
物
音
が
す
る
の
で
見
に
行

く
と
、
先
ほ
ど
の
人
た
ち
が
排

水
管
の
ふ
た
を
開
け
て
「
詰

ま
っ
て
い
る
か
ら
掃
除
し
な
け

れ
ば
だ
め
で
す
」
と
言
う
の
で

仕
方
な
く
了
承
し
、
業
者
の
後

に
つ
い
て
家
に
入
っ
て
み
る
と

台
所
は
水
び
た
し
、
床
下
も

湿
っ
て
だ
め
だ
か
ら
と
合
計
１

０
０
万
円
近
い
除
湿
剤
の
契
約

を
し
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
に
高

額
な
の
で
驚
い
て
相
談
し
ま
し

た
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間

が
過
ぎ
て
い
た
の
で
、
相

談
者
に
は
値
段
が
高
い
と
い
う

だ
け
で
は
解
約
で
き
な
い
こ
と

を
説
明
し
ま
し
た
。
し
か
し

断
っ
て
い
る
の
に
勝
手
に
施
工

を
始
め
た
こ
と
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
の
説
明
を
し
て
い
な
い
の

に
説
明
を
受
け
ま
し
た
と
い
う

署
名
・
捺
印
を
さ
せ
て
い
る
点

を
指
摘
し
て
、
交
渉
中
で
す
。

　

排
水
管
は
通
常
の
使
い
方
を

し
て
い
れ
ば
清
掃
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
期
間
を
過
ぎ
て
い
て
も
、
お

か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

消
費
者
相
談 
Ｑ
＆
Ａ

悪
質
！
排
水
管
業
者

捨てる前にちょっと考えてみませ
んか？あなたがいらなくなったも
のを必要としている人がいます。
◆登録・希望は随時受け付けます。
◆登録期間は６カ月です。

 譲ります 
�煙突式灯油ストーブ�スタッドレス
タイヤ�電気オルガン�電気カミソリ
�FF式石油ストーブ�オイルヒーター
�東中女子制服�ガラス製温室�おん
ぶひも�ベビー椅子�ジュニアシート

 譲ってください 
�プラスチックベンチ椅子�ビデオ
デッキ（ＶＨＳ）�チャイルドシート
（新生児）�コンセントなし石油ストー
ブ�カナディアンカヌー�ジャングル
ジム�プレイステーションフライトス
ティック�スキー（１３０㎝）、スキー靴
（２３㎝）�ストーブガード

※消費生活センター・各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
　不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。
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■市の国際交流事業の助成
対象となっている「第２９回
ちびっこ探険学校ヨロン
島」が今年度も実施されま
す。南の島、ヨロン島で海
外の子どもたちと交流しな
がら集団生活を体験するイ
ベントです。詳しくは１月
号に掲載します。（か）

■広報を作成するのに、構
成上写真は欠かせません。
基本的に半押しにしてピン
トを合わせるだけなのです
が、なぜか最近ぼやけてし
まう写真が多いです。技術
的にも成長して、見る人に
感動を伝えられる写真が撮
れればと思います。（と）

市民総合文化祭
市民総合文化祭富良野会場で行われ
た芸能発表からの一枚。
オカリナのきれいな音色が響き渡り、
会場にいたお客さんも心地よさそう
に聞き入っていました。


